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序

P

　
本
稿
の
意
慨
す
る
と
こ
ろ
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
Q
o
｝
臼
　
ピ
o
o
剛
β
H
O
G
。
b
σ
i
ミ
O
駆
）
の
「
政
府
論
」
　
（
↓
毛
0
　
6
塊
＄
静
①
ω
亀
　
Ω
〈
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
）

O
o
〈
Φ
導
ヨ
⑦
艮
”
H
⑦
①
O
）
と
「
人
簡
繕
性
論
」
（
》
ご
同
旨
超
8
ヨ
窪
旨
σ
q
嵩
二
一
寄
口
¢
巳
①
睦
窪
き
麟
δ
㊤
O
）
の
｝
同
者
を
貫
く
根
本
的

思
想
を
明
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
こ
こ
で
ロ
ッ
ク
の
「
政
府
論
」
と
「
入
間
悟
性
論
偏
の
引
用
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
断
っ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
↓
≦
0
8
器
障
騨
霧
。
州
Ω
＜
降
○
○
く
の
門
雛
ヨ
O
艮
に
つ
い
て
は
　
↓
≦
◎
8
器
象
冨
霧
O
略
O
o
〈
費
鵠
ヨ
①
コ
け
σ
寓
旨
。
｝
彰
び
。
簿
。
≦
酬
夢
p
O
つ
g
℃
覧
2
5
⑦
簿

　
　
　
℃
舞
門
貯
噌
O
甥
彊
σ
《
沁
O
ご
①
三
口
鵠
ヨ
O
吋
O
鎚
蔚
O
島
≦
津
ゲ
9
胃
囲
⇒
δ
門
O
焦
鐸
O
瓢
O
づ
ぴ
《
↓
『
O
ヨ
帥
ω
囲
　
O
O
◎
『
お
伊
①
》
↓
げ
O
　
o
り
①
O
O
目
低
　
、
囲
、
凪
①
簗
ぴ
O
O
〔
　
○
τ
嵩

　
　
　
Ω
O
〈
o
誓
ヨ
。
翼
ξ
旨
色
白
い
◎
o
開
①
①
臼
需
匙
踏
舞
回
鎚
留
ぎ
窪
◎
恥
蠕
。
鉱
O
類
び
団
8
≦
“
O
O
信
ぴ
q
｝
ど
一
り
心
。
。
に
よ
り
、
そ
の
第
一
部
、
第
二
部
を
、
そ
れ

　
　
　
ぞ
れ
6
話
篶
置
塗
押
8
話
象
置
①
も
・
囲
H
と
す
る
。
誤
昌
副
。
。
鈴
懸
o
o
づ
o
o
ヨ
ヨ
σ
q
雷
¢
ヨ
．
餌
ゆ
¢
簗
♂
蕊
3
昌
氏
露
ぴ
q
に
つ
い
て
は
、
〉
瓢
じ
り
ω
畏
団
o
o
暑
。
ヨ
ぎ
σ
q

　
　
　
鵠
ニ
差
置
謬
　
¢
郎
伽
①
蕊
3
昌
岱
ぎ
斡
げ
団
　
｝
O
財
類
　
ピ
O
O
｝
6
0
0
｝
㌶
8
島
鋤
嵩
島
　
麟
霞
目
黛
⑦
島
げ
団
　
〉
♂
置
⇔
ロ
島
O
罵
　
O
．
鳴
『
m
し
幣
O
巴
げ
捗
ミ
O
＜
O
ど
ヨ
塗
鼠
臨
お
　
さ
≦

　
　
　
　
　
繰
0
7
ロ
ピ
O
集
。
に
お
け
る
認
識
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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哲
學
研
究
　
第
西
酉
七
十
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
〇
〇
く
巽
勲
嗣
賦
9
ゴ
阿
り
♂
に
よ
り
、
引
用
に
お
い
て
は
、
濁
駿
簿
ざ
押
戸
躊
押
旧
く
と
し
て
原
典
轡
数
を
示
し
、
つ
ぎ
に
章
と
節
を
鉱
記
す
る
。

　
ロ
ッ
ク
の
「
政
府
論
」
は
「
宗
教
容
寛
論
扁
（
じ
噂
覧
ω
8
獲
畠
⑲
齢
。
同
①
嵩
昌
甑
♪
ド
①
G
。
①
）
に
つ
い
で
公
刊
さ
れ
た
主
著
の
一
つ
で
あ
っ
て
、

そ
の
第
一
部
は
ロ
ー
バ
ー
ト
・
7
イ
ル
マ
ー
の
「
父
権
震
主
論
」
（
菊
。
び
①
講
閃
臨
筥
。
が
℃
聾
R
貯
窓
｝
硯
2
掃
①
G
◎
O
）
　
の
手
懸
紳
擢
説
に
野
す
る

　
　
　
　
（
2
）

反
論
で
あ
り
、
第
二
部
は
自
然
法
思
想
を
根
底
と
し
て
、
市
民
祉
會
の
原
理
的
基
礎
付
け
を
行
う
と
熱
時
に
、
名
轡
革
命
の
ア
ポ
ロ
ギ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
ロ
ッ
ク
の
政
府
論
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ゴ
フ
の
「
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
政
治
哲
學
」
　
（
』
・
乏
●

O
o
餌
α
q
ダ
匂
。
プ
鐸
い
o
o
瞠
。
．
。
。
℃
o
澤
8
艶
℃
匡
び
。
。
o
℃
び
矯
”
困
O
㎝
O
）
が
あ
り
、
ま
た
「
政
府
論
」
に
先
行
す
る
「
自
然
法
論
臨
に
つ
い
て
も
う

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

イ
デ
ン
の
詳
細
な
論
究
が
存
在
す
る
。

　
一
方
、
「
人
間
繕
性
論
」
は
、
ロ
ッ
ク
の
哲
學
的
主
著
と
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
人
聞
の
認
識
の
起
源
を
、
慈
魔
と
反
省
（
。
・
の
器
饒
。
μ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

§
山
事
浄
。
叶
ご
郎
）
に
求
め
、
こ
れ
ら
の
彼
の
所
謂
経
験
（
①
鱗
℃
①
肩
一
①
⇔
O
①
）
か
ら
の
認
識
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
菟
す
る
と
、
彼
の

「
政
府
論
臨
と
「
入
墨
悟
性
論
」
の
撰
者
は
、
前
者
は
自
然
法
思
想
と
い
う
単
勝
的
合
理
論
的
思
想
農
系
に
基
き
、
後
潜
は
経
験
論
的
認

識
論
膿
系
の
展
開
と
し
て
、
根
互
に
相
反
す
る
思
想
的
基
盤
の
上
に
立
つ
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
の
黙
に
貧
し
て
は
、
ロ
ッ
ク
に
封

ず
る
爆
心
が
「
政
府
論
」
と
「
人
間
無
性
論
」
の
義
々
の
部
門
に
熱
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
猫
立
に
持
た
れ
る
傾
向
か
ら
、
警
來
指
摘
さ
れ
る

と
こ
ろ
が
少
な
か
っ
た
の
が
費
情
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
方
法
的
一
貫
性
の
欲
如
に
つ
い
て
は
、
　
「
政
府
論
」
と
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

れ
に
先
行
す
る
「
自
然
法
論
」
に
つ
い
て
も
揚
摘
さ
れ
、
ま
た
「
政
府
論
」
と
「
人
聞
悟
性
論
」
に
つ
い
て
も
「
ロ
ッ
ク
は
生
得
…
概
念
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

否
定
す
る
が
、
自
然
法
は
肯
定
す
る
」
と
し
て
、
詣
摘
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
、
方
法
論
約
一
貫
姓
を
暴
い
て
い
る
こ
と
を
、

「
自
然
法
論
」
の
第
二
論
文
ま
で
と
、
第
三
論
文
以
下
と
の
間
に
兇
て
、
そ
れ
を
ロ
ッ
ク
の
思
想
的
進
展
の
段
階
と
考
え
、
初
期
の
古
典

的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
お
よ
び
ト
ー
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ス
（
、
一
ノ
『
○
諺
聾
匂
。
　
　
鱗
○
ぴ
げ
①
も
摩
）
の
影
響
の
下
に
あ
っ
た
時
代
と
、
中
期
以
降
の
自
然
科
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

的
費
謹
主
嚢
の
影
響
の
下
に
入
る
時
代
と
に
分
け
て
読
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
筆
者
は
ロ
ッ
ク
の
思
想
の
統
一
的
把
握
が
可
能
で
あ
る
と
鷲
、
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
泣
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意
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
「
自
然
法
論
」
、
「
政
府
論
」
、
「
人
間
悟
性
論
」
を
逓
じ
て
．
ロ
ッ
ク
の
爾
心
は
、
道
徳
的
原
理
の
確
立
t

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

し
か
も
数
學
的
謹
明
の
方
法
と
同
じ
確
蜜
な
方
法
に
基
ず
く
　
　
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
稿
㊨
に
詳
論
。
）
つ

ぎ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
認
識
の
原
理
が
い
か
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
自
然
法
論
」
の
認
識
論

は
「
人
間
悟
性
論
」
と
は
た
し
て
異
質
な
も
の
で
あ
る
か
。
後
者
の
経
験
論
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
徹
底
的
に
下
弓
論
で
あ
っ
て
、
合
理

論
的
要
素
を
含
ま
ぬ
か
、
ま
た
薗
者
は
合
理
論
艦
系
で
、
経
験
か
ら
隔
絶
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
（
「
政
府
論
」
は
認
識

を
欠
い
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
本
稿
ω
、
一
五
頁
参
照
）

　
す
で
に
ラ
イ
デ
ン
は
、
ロ
ッ
ク
の
「
政
府
論
」
と
「
人
間
悟
性
論
」
め
共
通
の
根
底
が
、
初
期
の
「
自
然
法
論
」
の
中
に
あ
る
こ
と
を

　
（
1
0
）

措
結
し
、
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
自
然
法
の
認
識
原
理
と
し
て
の
「
自
然
の
光
」
（
副
α
q
響
o
h
＝
簿
諏
お
）
な
る
遺
書
の
意
味
を
、
「
感
畳
作
用
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
ー
）

理
性
の
共
岡
作
用
（
9
0
ざ
ぎ
け
。
×
窺
9
も
・
o
鼠
ω
①
器
？
℃
費
8
讐
ご
⇔
勲
5
儀
H
⑦
器
。
昌
）
と
し
て
の
経
験
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

こ
の
場
合
ラ
イ
デ
ン
は
、
感
畳
と
理
性
が
は
た
し
て
結
合
し
て
作
用
し
得
る
か
と
い
う
黙
に
關
し
て
は
、
何
等
論
及
し
て
い
な
い
。
感
魔

と
理
性
の
共
同
作
用
（
〕
O
一
旨
酔
　
O
図
O
憎
〇
一
〇
α
①
）
を
考
え
る
た
め
に
は
、
後
に
カ
ン
ト
が
「
純
粋
理
性
批
判
」
で
行
っ
た
ご
と
く
、
直
観
と
悟
性

の
結
合
黙
と
し
て
、
　
「
構
想
ヵ
」
お
よ
び
「
悟
性
概
念
の
皆
式
牲
」
を
考
え
る
か
、
感
魔
と
理
性
が
、
そ
の
双
方
の
何
れ
か
に
与
し
て
同

質
的
で
あ
る
こ
と
を
前
提
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
こ
の
瓢
は
い
か
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。
彼
の

「
自
然
法
論
」
、
「
政
府
論
」
、
「
入
間
悟
性
論
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
ロ
ッ
ク
の
基
本
的
問
題
に
つ
い
て
考
薬
を
行
い
つ
つ
上
逮
の
諸
黙

に
論
及
し
た
い
と
考
え
る
。

　
ま
ず
、
初
期
の
「
騒
然
法
論
」
に
つ
い
て
、
自
然
法
の
認
識
猿
理
の
問
題
と
、
併
せ
て
ロ
ッ
ク
の
良
然
法
思
想
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ

と
と
す
る
。

　
（
玉
）
　
ピ
o
o
冨
の
こ
れ
ら
の
著
作
の
躊
版
年
次
に
つ
い
て
は
O
幽
」
≦
窪
臨
8
0
謎
霧
8
♪
袖
。
プ
謎
ピ
o
o
瞬
お
”
6
U
評
℃
・
鵠
S

　
（
2
）
　
い
o
o
押
r
う
は
一
六
八
○
年
、
鴨
臨
諺
①
搬
の
、
、
℃
象
甑
舞
。
プ
拶
．
”
を
購
入
し
て
い
る
。
諸
9
ゆ
d
臨
8
0
鎚
診
馨
。
ロ
・
o
喝
・
9
仲
；
娼
・
一
り
O

　
　
　
　
｝
o
｝
導
轡
O
o
搾
①
に
お
け
る
認
識
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



s6a

哲
畢
研
究
　
第
四
菖
七
十
五
號

（
3
）
○
や
カ
．
ピ
》
9
。
附
。
隔
月
げ
p
い
o
o
犀
ρ
δ
U
辞
や
ト
っ
｝
◎
巴
ω
o
窯
効
葺
甑
。
①
O
摂
霧
8
詳
。
℃
．
鉱
∫
℃
℃
．
邸
O
“
塗
○
鑓
昌
。
。
δ
昌
は
6
≦
0
8
器
象
騨
窃

　
o
｛
○
等
牒
O
o
く
ω
紫
白
①
葺
は
一
六
八
一
年
忌
起
苺
き
れ
、
第
－
部
は
男
臨
臼
Φ
巴
反
論
で
あ
る
が
、
第
H
部
は
幣
貯
5
①
目
読
に
代
る
べ
き
も
の
と
し

　
て
、
麹
己
の
政
治
哲
學
を
打
ち
た
て
た
も
の
と
す
る
。
從
っ
て
、
こ
れ
を
輩
に
一
六
八
八
年
革
命
の
ア
ポ
胴
鉢
…
と
か
、
寓
。
び
び
①
。
。
の
い
⑦
〈
ぢ
警
帥
謡

　
に
封
ず
る
駁
論
と
す
る
の
は
誤
謬
で
あ
る
と
遠
べ
て
い
る
。
本
稿
ω
参
照

（
4
）
　
芝
’
＜
o
昌
ピ
①
団
9
詳
験
。
｝
ヨ
　
ピ
◎
。
一
お
溝
。
・
ω
麸
。
・
o
質
受
①
轡
簿
毒
。
噛
Z
⇔
け
謹
ρ
件
『
①
い
象
ぎ
富
藁
鼠
仲
剛
り
簿
霞
鋤
器
訂
賦
0
7
ぎ
窪
。
〔
一
糸
瓢
。
譜
鋤
質
乞

　
嵩
0
8
匂
。
博
ε
σ
Q
①
鰹
興
毒
陣
ひ
樽
村
⇔
器
。
凱
讐
G
。
o
｛
び
o
c
犀
Φ
、
。
。
u
。
ぴ
。
艮
｝
≦
謬
鳥
醇
三
。
含
踊
◎
自
噌
嵩
巴
8
肖
一
9
9
一
㊤
障
◎

（
5
）
　
旨
○
｝
碁
い
o
o
師
ρ
国
鴇
簿
ざ
目
し
”
．
．
ゆ

（
6
）
　
ト
奄
・
O
o
鷹
窪
蔓
7
瞬
。
瞬
ヨ
U
o
集
。
、
ω
℃
o
蜂
搾
鉱
鷺
邑
◎
彩
。
o
豆
憂
”
一
8
少
為
銀
一
魔
‘
o
｝
窮
冥
露
地
“
轡
類
芝
。
｛
Z
簿
霞
⑦

（
7
）
舛
縞
．
｝
鍵
。
P
8
畠
簿
4
℃
’
ま
①

（
8
）
　
濱
林
正
夫
、
王
政
復
古
か
ら
名
四
革
命
へ
、
（
水
田
洋
編
イ
ギ
り
ス
革
命
一
九
五
八
）
、
に
お
い
て
岡
氏
が
、
自
然
法
論
第
一
、
第
二
論
文
に
生

　
得
擬
念
設
を
見
て
い
る
の
は
、
何
か
の
誤
解
で
あ
ろ
う
、
固
醤
ワ
な
。
8
参
照

（
9
）
　
ト
♂
〈
．
O
o
⊆
α
q
ダ
。
ワ
鼠
∫
℃
℃
・
？
ρ
涛
困
●
〉
曽
脱
○
溺
酷
窪
窪
』
5
0
｝
ぴ
｝
ン
　
》
置
　
図
帥
暢
ぞ
　
○
箆
深
o
h
び
。
貫
く
の
、
。
う
　
勝
。
陰
し
・
節
ざ
む
も
。
ρ
℃
マ
ニ
⑦
塗
’

　
が
o
o
H
（
①
．
。
う
扁
〇
ニ
ヨ
鑑
眺
。
門
ま
’
冒
雛
①
一
①
◎
。
ご
ピ
。
乙
H
ハ
ぎ
蓼
6
｝
6
ピ
一
回
o
o
栴
袖
9
ぎ
い
。
簿
ρ
一
◎
。
卜
σ
ρ
唱
噸
一
巴
》
い
。
畠
Φ
．
。
ゆ
噺
。
ξ
昌
翫
♂
吋
駅
’
旨
ニ
コ
。

　
霧
。
◎
ご
噛
0
7
鐸
ピ
O
o
搾
ρ
驚
。
。
佛
溝
ざ
回
く
”
濠
”
一
。
。
ー
ト
3
9

（
1
0
）
　
名
曾
ノ
δ
コ
U
の
鷺
釦
。
ジ
ざ
陣
ぎ
い
。
鼠
（
o
釜
副
〔
ご
類
讐
墜
＝
簿
芝
一
遇
ひ
Φ
コ
』
霧
2
廿
ざ
く
。
一
．
諸
×
詑
箸
。
■
＝
9
富
p
二
帥
q
．
一
り
ま
ψ
マ
蕊

（
i
玉
）
　
〆
＜
陰
く
。
⇒
び
。
団
鮎
Φ
ジ
○
℃
．
鼠
3
唱
．
心
ゆ
．

一
　
「
霞
然
法
論
し
に
お
け
る
認
識
の
問
題

　
ロ
ッ
ク
の
自
然
法
思
想
は
、
後
の
「
政
府
論
」
、
「
人
間
悟
性
論
」
を
通
じ
て
展
關
さ
れ
る
彼
の
思
想
膿
系
の
根
本
思
想
を
な
す
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

あ
る
が
、
つ
い
に
著
書
と
し
て
公
け
に
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
そ
の
研
究
は
明
か
に
中
心
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は

ラ
イ
デ
ン
の
編
輯
し
た
「
ジ
．
．
ン
・
ロ
ッ
ク
の
自
然
法
論
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
大
要
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
來
る
。
こ
の
「
自
然
法
論
」

は
、
　
一
六
六
〇
年
か
．
ら
六
四
年
に
か
け
て
、
ロ
ッ
ク
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
節
で
の
講
義
の
準
備
と
し
て
、
ラ
テ
ン
語
で
起
草
し
た
八



　
　
篇
の
論
文
か
ら
な
る
も
の
で
、
後
の
「
政
府
論
篇
、
「
人
問
悟
性
論
」
に
お
い
て
顯
著
な
ロ
ッ
ク
の
基
本
思
想
と
し
て
の
自
然
法
思
想
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
た
形
で
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
ロ
ッ
ク
は
こ
の
「
自
然
法
論
」
に
お
い
て
、
自
然
法
の
認
識
原
理
と
し
て
、
「
自
然
の
光
」
あ
る
い
は
「
理
性
の
凄
し
（
疑
σ
q
露
o
h
ご
簿
震
。

　
　
鍵
一
一
σ
q
簿
課
器
器
§
）
を
提
起
し
て
い
る
。
こ
の
「
自
然
の
光
」
、
「
理
性
の
光
」
な
る
概
念
は
、
後
の
　
「
政
府
論
」
、
「
人
聞
悟
性
論
」

　
　
に
も
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
が
、
　
「
自
然
の
光
」
が
「
瑠
性
の
光
」
と
同
一
義
に
用
い
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
ロ
ッ
ク
の
自
然
法
概
念
に
お
け

　
　
る
合
理
主
義
が
一
鷹
揚
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
ロ
ッ
ク
は
「
自
然
法
論
」
の
第
一
論
文
に
お
い
て
、
　
「
自
然
法
は
自
然
の
光
に
よ
っ
て
識
劉
出
來
る
神
意
の
法
で
あ
り
、
理
性
的
性
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
に
合
致
す
る
も
の
と
、
し
な
い
も
の
を
示
し
、
ま
た
こ
の
理
性
に
賢
し
て
命
令
し
、
禁
ず
る
も
の
と
し
て
短
章
さ
れ
得
る
し
と
述
べ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
る
。
こ
の
叙
蓮
は
グ
ロ
…
テ
ィ
ウ
ス
の
灘
然
法
の
定
義
と
岡
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ラ
イ
デ
ン
は
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
同
論
文
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
て
、
自
然
法
は
「
自
然
の
光
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
入
間
に
充
分
知
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
自
然
法
は
理
性
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
つ
て
知
ら
れ
る
が
、
理
性
の
光
を
用
い
る
こ
と
を
せ
ず
、
遊
軍
を
好
む
人
々
が
あ
る
の
で
、
自
然
法
は
萬
人
に
知
ら
れ
る
も
の
で
な
い
こ

　
　
と
を
逡
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
か
ぎ
り
で
は
、
自
然
法
は
理
姓
の
法
で
あ
り
、
同
時
に
紳
の
法
で
あ
っ
て
、
　
「
宙
然
の
光
」
は

　
中
徴
以
來
の
傳
統
的
概
念
と
し
て
の
鐵
ヨ
窪
β
鉾
ξ
既
。
で
あ
り
、
理
性
、
紳
的
理
性
と
共
通
な
る
理
性
を
意
味
す
る
。

　
　
　
し
か
し
、
第
二
論
文
、
　
「
自
然
法
は
自
然
の
光
に
よ
っ
て
知
ら
れ
得
る
か
一
宇
り
」
に
お
い
て
は
、
ロ
ッ
ク
は
「
わ
れ
わ
れ
が
自
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
法
の
知
識
に
饗
訳
す
る
の
は
、
他
の
知
識
を
得
る
諸
方
法
に
封
比
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
自
然
の
光
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、

　
　
さ
ら
に
こ
の
「
自
然
の
光
」
は
生
れ
つ
き
人
間
に
植
え
つ
け
ら
れ
た
「
あ
る
内
的
光
」
（
ω
o
ヨ
。
ぎ
≦
叡
山
剛
戯
響
）
の
こ
と
で
は
な
く
、
む

　
　
し
ろ
「
も
し
、
生
れ
つ
き
輿
え
ら
れ
て
い
る
諸
能
力
を
正
し
く
用
い
る
な
ら
ば
、
他
の
も
の
の
助
け
な
く
し
て
、
濁
力
で
獲
得
出
子
る
ご

　
　
と
き
あ
る
種
の
蟻
の
知
識
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
に
蓼
藍
・
」
と
諾
し
て
い
る
・
こ
こ
に
。
・
ク
の
云
う
百
然
の
光
」

　
　
は
、
第
一
論
文
の
そ
れ
と
は
異
っ
た
意
味
を
荷
っ
て
く
る
。
し
か
も
、
「
入
力
で
他
の
助
け
な
し
に
正
し
く
用
い
ら
れ
る
」
こ
と
は
、
「
啓

郷　
　
　
　
　
｝
◎
ケ
P
い
o
o
ざ
に
お
け
る
認
識
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
　
　
　
折
口
墨
・
研
殖
九
　
牌
弟
四
百
七
十
・
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

鰯
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
示
の
助
け
な
く
し
て
用
い
ら
れ
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
以
上
に
見
た
か
ぎ
り
で
は
、
自
然
法
は
紳
の
法
で
あ
っ
て
、
人
間
の
本
性
の
創
造
者
た
る
神
が
、
人
問
に
正
し
い
理
性
の
命
令
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
訴
え
た
「
人
と
人
と
の
問
の
規
則
」
と
し
て
六
法
で
あ
り
、
理
性
の
法
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
自
然
法
の
観
念
が
生
得
的
で
あ
る

　
　
こ
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
生
得
観
念
の
否
定
は
、
　
「
人
間
悟
性
論
」
を
有
名
に
し
た
主
題
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
自
然
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
に
つ
い
て
も
、
「
自
然
法
論
」
の
第
二
論
文
に
お
い
て
す
で
に
主
張
さ
れ
、
「
人
間
悟
姓
論
」
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
生
得
観

　
　
念
」
の
否
定
は
「
生
得
能
力
扁
の
否
定
で
は
な
い
。
こ
の
黙
「
生
れ
つ
き
輿
え
ら
れ
て
い
る
諸
能
力
」
と
い
う
表
現
は
、
生
得
観
念
読
の

　
肯
定
で
は
な
く
、
何
等
矛
盾
を
含
む
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
「
諸
能
力
」
が
理
性
に
止
ら
ぬ
こ
と
は
、
同
じ
第
二
論
文
で
ロ
ッ
ク
が
自

　
　
然
法
認
識
の
基
礎
と
し
て
「
感
覧
作
用
（
。
。
o
霧
①
℃
巽
。
①
冥
δ
灘
）
」
　
を
持
畠
し
て
く
る
と
き
明
か
に
な
る
。
自
然
法
の
知
識
の
基
礎
は
「
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
れ
わ
れ
が
感
冒
に
よ
っ
て
知
棄
す
る
諸
物
か
ら
」
得
ら
れ
、
「
こ
れ
ら
の
も
の
か
ら
理
性
と
論
謹
能
力
（
唱
。
≦
隠
o
h
鴛
α
q
⊆
ぎ
α
Q
）
　
は
、
て

　
　
れ
ら
の
も
の
の
創
造
者
の
観
念
（
⇒
o
鳳
9
μ
）
に
至
り
、
最
後
に
、
あ
る
紳
性
（
ω
○
ヨ
㊦
O
冨
受
）
が
こ
れ
ら
す
べ
て
の
も
の
の
創
造
看
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
　
る
と
の
結
論
に
蓬
し
、
ま
た
そ
の
こ
と
を
確
信
す
る
臨
と
述
べ
て
、
後
の
「
人
間
悟
性
論
」
に
お
け
る
認
識
論
に
比
す
る
と
素
朴
な
形
で

　
　
は
あ
る
が
、
感
富
と
理
性
の
共
同
作
用
を
主
張
し
て
い
る
。
以
上
に
よ
っ
て
ロ
ッ
ク
の
自
然
法
思
想
を
考
え
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
、
自
．

　
然
法
が
人
間
の
「
自
然
能
力
」
た
る
、
　
「
感
官
と
理
性
」
の
共
同
作
用
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
ロ
ッ
ク
は
こ
の
共
岡
作
用
を
「
自
然
の
光
」

　
と
名
付
け
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
、
華
箋
的
に
は
、
感
富
が
理
性
に
個
々
の
感
量
的
封
象
の
槻
念
を
與
え
、
理
樵
は
こ
の
輿
え
ら
れ
た
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
茄
）

　
魔
的
素
材
と
し
て
の
諸
観
・
念
を
素
材
的
聖
岳
と
し
て
推
論
し
て
、
懲
然
法
の
認
識
に
盃
る
の
で
あ
る
が
、
自
然
法
は
、
こ
の
よ
う
な
入
間

　
　
の
「
窟
然
」
（
黛
二
霧
⑤
）
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
人
間
の
「
自
然
」
と
云
わ
れ
る
も
の
は
、
人
間
の
「
現

　
實
的
な
藷
能
力
の
総
膿
」
と
し
て
の
「
自
然
」
で
あ
っ
て
、
　
「
本
質
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
『
理
牲
』
一
人
閥
の
他
の
動
物
に
封
ず
る
特

　
徴
と
し
て
、
ま
た
紳
か
ら
人
聞
に
與
え
ら
れ
た
特
殊
な
能
力
と
し
て
の
『
理
性
』
（
】
に
軽
四
Φ
＝
　
困
帰
鎚
け
鉱
壇
髄
】
O
）
」
を
意
即
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
（
ロ
ッ
ク
は
理
性
と
笹
葺
能
力
（
お
霧
。
二
日
⇒
餌
唱
。
ξ
鑓
烈
震
α
Q
郎
ぎ
σ
q
）
を
判
明
な
入
間
の
印
（
象
ω
樽
ぎ
。
凱
く
①
ヨ
鷲
押
◎
｛
ヨ
§
）
と
も
同



　
　
じ
と
こ
ろ
で
述
べ
て
い
る
。
）

　
　
　
さ
ら
に
、
第
四
論
文
に
釜
る
と
、
理
性
は
総
覧
経
験
に
よ
っ
て
、
自
然
法
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
語
ら
れ
、
感
畳
面
識
は
わ
れ
わ
れ
の

　
　
自
然
法
認
識
の
基
礎
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
と
同
時
に
、
　
「
霞
然
の
光
」
の
具
膿
的
な
役
割
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
認
識
論
は
「
入

　
　
間
悟
聖
意
」
に
お
け
る
そ
れ
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
自
然
法
は
「
自
然
の
光
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
得
る
が
、
　
「
自

　
　
然
の
光
」
は
「
わ
れ
わ
れ
の
人
生
行
路
の
手
引
き
で
あ
り
、
　
一
方
で
は
罪
の
悪
道
を
、
他
方
で
は
誤
謬
の
間
道
を
避
け
て
、
義
務
が
様
々

　
　
に
錯
綜
せ
る
う
ち
に
あ
っ
て
わ
れ
わ
れ
を
導
き
、
紳
々
が
招
き
、
ま
た
自
然
が
向
わ
せ
よ
う
と
す
る
徳
と
幸
編
の
高
み
に
至
ら
す
も
の
で

　
　
あ
る
。
徽
し
か
し
、
こ
の
「
自
然
の
光
」
は
闇
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
を
知
る
の
は
、
そ
れ
が
導
い
て
い
く
方
向

　
　
を
知
る
こ
と
よ
り
は
る
か
に
困
難
で
あ
る
。
理
性
は
、
理
性
自
身
を
知
る
能
力
が
な
く
、
必
ず
槻
念
を
通
し
て
認
識
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら

　
　
ぬ
、
ま
た
こ
の
自
然
の
光
は
「
自
然
に
よ
り
心
に
記
さ
れ
た
内
的
道
徳
原
理
で
は
な
い
」
と
生
得
槻
念
を
否
定
し
た
後
、
　
「
理
性
と
感
畳

　
　
作
用
」
に
他
な
ら
ぬ
と
規
定
し
、
績
け
て
、
こ
の
二
つ
の
能
力
の
み
が
入
間
の
心
を
教
育
し
、
　
「
自
然
の
光
偏
の
特
徴
的
な
も
の
を
示
す

　
　
と
蓮
べ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
工
能
力
は
格
互
に
役
立
つ
か
ぎ
り
、
感
魔
は
理
性
に
個
々
の
感
官
の
二
心
の
槻
念
を
與
え
、
理
性
は
感
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
の
能
力
を
導
く
と
と
も
に
、
感
畳
作
用
に
導
か
れ
た
諸
物
の
像
を
整
頓
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
穂
落
作
用
（
憂
事
①
℃
巽
8
導
δ
郎
）
に

　
　
よ
り
得
ら
れ
た
観
念
が
、
理
性
の
働
き
に
よ
っ
て
認
識
に
作
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
「
入
間
悟
性
論
」
の
観
念
手
綾
を
わ
れ
わ
れ
は
見
る
で

　
　
あ
ろ
う
。
（
譲
。
。
効
団
》
戸
く
罫
。
。
）
こ
の
手
合
が
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
「
経
験
」
（
Φ
砦
直
話
湾
①
）
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
感
官
と
理
性
と
い

　
　
う
異
質
な
も
の
の
盛
岡
作
用
は
、
た
ん
に
観
念
と
い
う
中
間
項
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
導
者
の
媒
介
が
成
立
す
る
と
考
え
て
い

　
　
る
も
の
で
、
そ
れ
以
上
の
分
析
は
見
ら
れ
な
い
。

　
　
　
こ
の
第
四
論
文
は
、
自
然
法
の
認
識
論
に
幽
す
る
限
り
、
ロ
ッ
ク
の
「
膚
然
法
論
」
中
、
も
っ
と
も
詳
細
な
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
ッ
ク
の
所
説
に
從
っ
て
見
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
こ
に
ロ
ッ
ク
が
云
う
…
、
理
性
」
は
、
既
知
の
も
の
か
ら
未
知
の
も
の
へ
の
推
論
能
力
で

　
　
あ
っ
て
、
こ
の
「
理
性
」
に
よ
っ
て
人
間
は
鷹
然
法
の
認
識
に
麹
癒
す
る
。
し
か
し
理
性
が
作
り
あ
げ
る
知
識
全
膿
の
基
礎
は
感
心
経
験

搬　
　
　
　
　
　
旨
○
｝
白
ピ
O
巳
お
に
お
け
る
認
識
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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68

@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

3
　
で
あ
る
。
感
壷
経
験
か
ら
出
験
す
る
こ
と
は
、
数
學
的
認
識
の
ご
と
く
自
明
の
公
理
か
ら
出
登
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
理
性
に
推
論
す
る
素

　
　
材
を
與
え
、
基
礎
を
與
え
る
も
の
で
あ
る
。
感
畳
経
験
に
現
れ
る
自
然
界
は
、
わ
れ
れ
わ
れ
も
そ
の
一
部
分
で
あ
る
が
、
巧
み
に
作
ら
れ
、

　
　
法
認
性
を
も
つ
て
い
る
。
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
豊
漁
か
ら
學
び
、
さ
ら
に
無
礼
に
多
く
學
ぶ
の
で
あ
る
。
理
性
は
こ
の
感
魔
の
明
か
に
示

　
　
す
と
こ
ろ
が
ら
推
論
し
て
、
こ
の
世
界
の
起
源
、
原
因
、
創
造
者
を
求
め
、
騨
に
至
る
の
で
あ
り
、
　
「
か
く
て
明
か
に
、
道
案
丙
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
感
魔
と
と
も
に
、
　
理
性
は
わ
れ
わ
れ
が
必
ず
從
腐
す
る
立
法
者
、
す
な
わ
ち
あ
る
至
上
の
力
の
知
識
に
わ
れ
わ
れ
を
導
く
の
で
あ
る
。
」

　
　
ロ
ッ
ク
は
こ
こ
に
自
然
法
認
識
の
原
理
を
求
め
る
過
程
に
お
い
て
中
世
ス
コ
ラ
哲
學
的
認
識
方
法
を
脱
し
て
、
新
し
く
、
感
魔
一
理
性
的

　
方
法
を
う
ち
た
て
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
後
の
「
入
間
悟
性
論
」
に
お
け
る
「
観
念
に
よ
る
方
法
」
、
あ
る
い
は
フ
レ
ー
ザ
…
の
「
観

　
　
念
理
論
」
（
凱
①
ご
♪
宰
霧
ゆ
㌦
も
・
勺
H
。
甘
鐙
。
ヨ
①
暴
δ
ひ
。
舘
燐
3
・
”
く
。
回
9
一
迄
ソ
ン
×
く
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
第
一
論
文
に
お
け

　
　
る
自
然
法
の
立
法
者
と
し
て
の
超
越
的
な
紳
は
、
こ
こ
に
自
然
内
在
的
な
紳
と
な
り
、
自
然
法
則
を
自
然
理
性
と
岡
質
化
す
る
こ
と
に
よ

　
　
つ
て
、
嘗
然
法
は
霞
然
法
則
で
あ
り
、
自
然
理
性
と
な
る
。
ま
た
か
か
る
自
然
世
界
の
根
底
に
あ
る
神
は
、
岡
時
に
「
人
間
働
界
の
規
則
」

　
　
の
根
擦
と
し
て
の
紳
で
あ
り
、
そ
こ
に
人
閻
の
行
爲
の
基
準
と
し
て
の
道
徳
原
理
の
根
擦
も
存
在
す
る
。
ロ
ッ
ク
が
自
然
法
の
認
識
原
理

　
　
に
、
道
徳
の
一
般
的
原
理
の
認
識
問
題
を
見
た
の
も
、
そ
の
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
　
自
然
法
の
認
識
原
理
が
、
感
覧
経
験
と
い
う
自
然
世
界
の
法
器
性
の
認
識
原
理
を
第
一
段
階
と
し
て
働
く
こ
と
は
、
自
然
科
賊
塁
認
識

　
　
の
封
象
世
界
と
し
て
の
自
然
と
、
自
然
法
的
自
然
が
同
質
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
ロ
ッ
ク
が
後
に
「
政
府
論
」
、
「
人
間
悟

　
性
論
」
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
展
開
す
る
も
の
は
、
す
で
に
こ
こ
に
確
立
し
て
い
た
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
「
政
府
論
」
に
お
い
て
自
然

　
法
の
認
識
論
が
改
め
て
探
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
。
そ
れ
は
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
す
で
に
充
分
解
決
さ
れ
て
い
た
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
　
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
　
「
言
意
の
宣
言
と
し
て
、
ま
た
善
、
悪
の
基
準
と
し
て
、
自
然
法
の
観
念
を
も
ち
こ
め
ば
充
分
で
あ
っ
た
」
の

　
　
で
あ
る
。
素
意
の
法
で
あ
る
が
故
に
、
理
性
的
人
間
を
拘
束
し
、
自
然
法
に
基
く
が
故
に
、
市
之
法
は
理
性
的
入
間
に
脅
し
拘
束
力
を
も

　
　
つ
の
で
あ
る
。



　
　
近
琶
自
然
法
思
想
が
、
そ
の
自
然
概
念
を
、
吉
代
・
中
墨
的
本
質
概
念
か
ら
人
闘
の
「
自
然
性
」
（
ゴ
§
㌶
コ
忍
泣
鴇
）
に
韓
換
し
て
い

　
　
る
こ
と
は
、
ホ
ッ
ブ
ス
、
ロ
ッ
ク
ま
た
ロ
ッ
ク
の
影
響
の
も
と
に
生
れ
た
と
云
わ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
人
橿
八
三
茜
（
一
七
八
九
年
）
に
と
く
に

　
顯
著
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
云
え
る
。
近
世
の
自
然
法
は
、
人
間
の
自
然
性
を
本
質
と
す
る
法
で
あ
る
。
ホ
ッ
ブ
ス
、
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
も
、

　
人
間
の
本
質
規
定
を
感
性
的
存
在
…
（
自
己
保
存
本
能
）
1
に
お
い
て
行
い
つ
つ
、
か
か
る
入
間
に
よ
る
祉
會
の
成
立
を
述
べ
て
い
る
。

　
そ
こ
に
お
け
る
人
間
は
、
自
然
　
（
置
舞
罎
①
）
…
存
在
と
し
て
の
人
間
で
あ
り
、
か
つ
て
の
存
在
論
的
意
味
を
失
っ
て
い
る
。
自
然
法
は
自

　
然
（
げ
鋸
嵩
置
餌
詳
　
　
踏
簿
θ
蝶
H
①
）
よ
り
す
る
法
に
攣
質
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
間
の
感
性
的
把
握
を
可
能
に
し
た
も
の
は
、
近
代
自
然

　
科
學
の
師
物
的
な
分
析
精
紳
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
自
然
科
學
精
銅
に
お
い
て
人
間
を
解
髪
化
し
、
物
的
存
在
と
し
て
把
え
る
こ
と
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
　
つ
て
、
そ
こ
に
人
間
的
自
然
が
露
配
す
る
。
ロ
ッ
ク
の
「
自
然
法
論
」
に
お
い
て
、
自
然
法
の
認
識
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
の
は
、
自
然
法

　
を
客
観
化
し
、
そ
こ
に
自
然
法
則
を
見
出
す
こ
と
に
よ
り
、
か
か
る
客
観
に
樹
立
す
る
も
の
と
し
て
の
主
観
を
、
感
傷
経
験
の
主
脳
と
し

　
て
確
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
近
世
の
ノ
ミ
ナ
リ
ズ
ム
、
ロ
ッ
ク
と
親
交
の
あ
っ
た
ボ
イ
ル
（
菊
。
び
①
甑
　
し
d
o
泣
の
）
　
の
微
粒
子

　
論
（
8
贈
諺
。
菖
鴛
簿
Φ
o
蔓
）
の
影
響
を
も
指
摘
す
る
こ
と
が
出
挙
よ
う
が
、
こ
こ
で
は
摺
れ
な
い
。

　
　
古
典
的
、
中
世
的
自
然
法
は
普
遍
法
（
甘
ω
σ
q
①
蝕
戸
§
）
と
し
て
の
自
然
法
を
言
意
法
（
簡
器
無
く
ぎ
¢
ヨ
＜
o
一
§
鐙
臨
¢
ヨ
）
と
し
て
、
紳

　
　
の
理
受
払
人
間
理
髪
と
す
る
理
性
の
隠
逸
擬
か
ら
合
理
論
的
性
絡
を
示
し
、
局
時
に
自
然
法
を
生
得
法
と
し
て
示
し
た
の
に
託
し
、
ロ
ッ

　
　
ク
に
お
い
て
は
、
自
然
法
（
訂
図
　
三
層
罎
器
）
は
等
し
く
、
紳
意
の
法
と
さ
れ
つ
つ
、
生
得
法
で
あ
る
こ
と
を
鍾
否
さ
れ
て
い
る
。
生
得
法

　
　
で
な
い
か
ぎ
り
、
そ
の
認
識
問
題
が
新
た
に
提
起
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
出
さ
れ
た
認
識
原
理
と
し
て
の
「
自
然
の
光
」

　
　
は
、
繋
累
経
験
と
理
性
の
共
岡
作
用
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
古
代
・
中
世
駒
形
而
上
學
と
は
異
質
な
、
近
代
自
然
科
學
の
方
法
で

　
　
あ
っ
た
。
こ
の
「
繹
験
」
に
導
か
れ
る
人
聞
理
性
は
、
當
然
自
然
科
學
的
理
性
で
あ
り
、
認
識
す
る
主
機
と
そ
の
野
際
と
し
て
の
客
槻
と

　
　
を
生
む
。
こ
こ
に
自
然
法
は
、
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、
人
間
の
理
姓
に
よ
っ
て
客
観
化
さ
れ
つ
つ
、
し
か
も
「
自
然
法
と
人
問
の
理
性
的
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
　
質
と
の
間
に
は
調
禰
（
あ
る
い
は
一
致
）
が
存
在
し
、
こ
の
調
和
は
自
然
の
光
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
調
和

細　
　
　
　
　
｝
O
プ
撃
い
O
o
搾
。
に
お
け
る
認
識
の
問
題
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一
〇

脚　
　
（
一
致
．
）
の
故
に
、
理
焼
的
存
在
で
南
る
人
間
は
、
道
徳
的
に
凄
然
法
の
拘
束
を
受
け
、
し
た
が
っ
て
市
畏
法
は
自
然
法
に
依
存
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
　
で
あ
る
か
ら
、
人
聞
は
ま
た
そ
の
拘
束
を
受
け
つ
つ
、
し
か
も
黛
由
で
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
紳
と
人
間
の
同
質
化
が
完
成
す
る

　
　
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
同
質
化
の
原
理
は
理
性
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
性
は
、
決
し
て
傳
統
的
な
形
薩

　
　
上
幟
的
理
性
で
は
な
く
、
近
代
窓
然
料
學
を
支
え
る
理
姓
で
あ
り
、
感
壷
維
験
（
観
察
・
實
験
）
を
通
じ
て
、
自
然
に
つ
い
て
學
ば
ん
と

　
す
る
理
性
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
し
か
し
、
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
紳
と
人
間
の
岡
質
化
が
成
立
す
る
と
い
っ
て
も
、
紳
は
自
然
の
創
造
者
で
あ
り
、
人
間
の
理
性
は
自
然
を

　
通
じ
て
神
に
接
す
る
に
止
る
。
こ
こ
に
埋
性
の
限
界
が
あ
り
、
理
性
と
信
仰
は
分
離
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
紳
と
理
惟
の
瞬
結
化

　
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
理
紳
論
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
　
「
彼
は
事
簑
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
り
、
決
し
て
謂
わ
れ
る
ご
と
く
純
然
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
る
合
理
論
者
で
は
な
か
っ
た
。
篇
　
ロ
ッ
ク
は
理
紳
論
者
と
い
わ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
し
、
彼
の
理
性
は
キ
リ
ス
ト
教
的
信
仰
の
領
域

　
内
で
の
理
性
で
あ
っ
た
。
彼
に
は
紳
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
「
理
性
は
自
然
の
啓
示
で
あ
っ
て
、
そ
の
啓
示
に
よ
り
紳
は
膚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
、
分
が
入
類
の
自
然
能
力
の
騒
く
範
團
に
予
め
置
い
て
お
い
た
知
識
を
人
類
に
傳
え
る
の
で
あ
る
。
」

　
　
以
上
に
お
い
て
述
べ
た
こ
と
を
要
約
す
る
な
ら
ば
、
ロ
ッ
ク
の
「
自
然
法
論
篇
に
お
け
る
問
題
は
、
着
意
の
法
で
あ
る
自
然
法
は
、
問

　
時
に
理
姓
の
法
で
あ
っ
て
、
理
性
的
存
在
で
あ
る
人
間
に
「
自
然
の
光
」
に
よ
り
認
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
の
「
自
然
の
光
」

　
（
蒜
】
討
○
臨
碁
貯
器
）
は
し
か
し
な
が
ら
、
ス
コ
ラ
哲
學
的
な
一
§
9
0
づ
渇
鎮
霞
巴
①
　
で
は
な
く
、
通
覧
経
験
と
理
性
の
共
局
作
用
（
｝
o
簡
簿

　
舞
巽
。
尻
㊦
o
｛
。
・
①
霧
。
も
禽
。
①
℃
臨
0
5
碧
匙
得
塁
。
⇒
）
　
で
あ
る
が
、
感
魔
経
験
は
、
自
然
世
界
に
お
け
る
個
々
の
事
物
の
観
念
を
理
性
に
輿

　
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
理
焼
ぱ
こ
の
醍
與
槻
念
、
す
な
わ
ち
感
発
を
通
じ
て
譲
課
さ
れ
た
自
然
の
槻
念
か
ら
推
論
し
て
、
自
然
法
、
さ
ら

　
に
そ
の
根
源
で
あ
る
紳
意
を
認
識
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
感
壁
を
俘
つ
た
理
性
と
い
う
認
識
嵐
窓
が
定
立
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
封

　
象
と
し
て
の
自
然
世
界
も
成
立
す
る
の
で
あ
り
、
警
然
法
も
こ
の
よ
う
な
認
識
の
封
冊
に
他
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
認
識
主
擬
に
と
っ
て
、

　
自
然
盤
界
が
法
則
的
世
界
で
あ
る
ご
と
く
、
自
然
法
も
言
意
の
法
論
（
一
⑦
メ
　
繋
目
ぐ
陣
路
煽
囲
P
　
　
＜
O
一
ζ
コ
睦
餌
肖
一
二
導
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
善
意



　
　
に
基
い
た
自
然
法
に
、
道
徳
の
原
理
も
根
冠
を
も
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
思
考
は
、
道
徳
原
理
を
も
、
自
然
科
學
的
認
識
と
等

　
　
し
い
確
蟹
性
の
上
に
置
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
感
魔
を
通
し
て
馬
継
を
観
念
に
謙
評
す
る
こ
と
は
、
観
念
に
個
封
象
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
観
念
を
用
い
て
理
性
が
認
識
を
産

　
　
出
す
る
と
い
う
方
法
は
、
近
代
自
然
科
學
の
方
法
で
あ
る
實
験
の
分
析
・
綜
合
の
手
綾
に
他
な
ら
な
い
。
自
然
捻
挫
的
認
識
は
、
そ
の
確

　
　
實
性
と
賢
験
の
結
果
の
思
料
を
、
数
學
的
認
識
の
確
蟹
性
に
依
存
す
る
。
　
（
自
然
科
學
の
近
代
化
は
聯
詩
の
導
入
に
よ
り
完
成
す
る
。
ガ

　
　
リ
レ
…
、
ケ
プ
ラ
ー
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
ス
コ
ラ
學
無
意
味
に
お
け
る
数
學
で
は
な
い
。
こ
の
黙
に
蘭
し
て
は
「
入
間

　
　
悟
性
論
」
第
四
巻
十
二
章
参
照
）
ロ
ッ
ク
が
道
徳
も
ま
た
数
學
的
開
明
の
確
蟹
性
を
も
つ
て
聖
画
的
に
確
立
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
し
、
要

　
　
暮
し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
の
認
識
論
が
、
自
然
科
學
の
認
識
方
法
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ロ
ッ
ク
を
貫

　
　
い
て
い
る
も
の
と
し
て
、
近
代
の
自
然
科
學
の
精
紳
を
見
逃
す
こ
と
は
出
來
な
い
と
同
時
に
、
彼
が
「
自
然
法
論
」
で
提
起
し
て
い
る

　
　
「
自
然
の
光
」
も
こ
の
黙
か
ら
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
し
か
し
、
ロ
ッ
ク
の
「
艶
然
の
光
」
は
、
認
識
論
的
に
考
察
す
る
場
合
、
依
然
感
畳
作
用
が
は
た
し
て
異
質
な
理
性
と
共
働
し
得
る
か

　
　
と
い
う
疑
問
を
残
す
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
さ
ら
に
、
感
魔
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
「
凝
念
」
が
、
理
性
と
同
質
で
あ
る
こ
と
を
前
提
し
な
け

　
　
れ
ば
な
ら
な
い
。
ロ
ッ
ク
の
「
槻
念
」
は
、
主
観
に
と
り
い
れ
ら
れ
た
「
現
象
」
（
牢
霧
2
、
。
・
℃
叫
。
一
£
◎
ヨ
窪
⇔
δ
ひ
。
瞬
雛
。
。
曙
る
」
〈
課
界

　
　
鋤
鼠
ひ
①
。
。
餌
B
o
藩
論
o
p
o
h
簿
①
響
。
・
効
メ
〈
o
ド
勢
ワ
q
。
ド
｛
o
o
【
き
2
Z
o
．
卜
。
ξ
幣
惹
誰
婦
）
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
感
畳
経
験
を
通
じ
て
と
り
い

　
　
れ
ら
れ
、
理
性
に
素
材
と
し
て
與
え
ら
れ
る
隈
り
、
降
魔
の
合
理
化
の
役
を
果
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
る
と
、
ロ
ッ
ク
に
お

　
　
け
る
「
観
念
」
は
、
感
性
の
合
理
化
の
た
め
の
媒
介
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
観
念
は
感
官
を
通
し
て
入
っ
て
く
る
（
濁
累
鶴
メ
拝
欝
｝
）

　
　
と
同
時
に
ま
た
反
省
に
よ
っ
て
も
心
に
浮
べ
ら
れ
る
（
募
養
ざ
同
押
芦
悼
）
が
、
ロ
ッ
ク
自
身
も
観
念
を
定
義
し
て
「
悟
性
の
直
接
の
封

　
　
象
」
（
浮
墨
ざ
ぎ
含
。
〔
ぞ
象
。
戸
。
。
）
と
云
っ
て
い
る
。
悟
性
の
封
象
で
あ
る
た
め
に
は
、
感
性
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
が
、
悟
性
に
封
し
て
…
封

　
　
再
三
を
諭
す
る
こ
と
を
前
提
す
る
。
そ
こ
に
「
概
念
」
の
役
割
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
誼
提
に
立
っ
て
い
る
た
め
に
、
ロ

灘　
　
　
　
　
　
句
。
ご
⇒
U
o
o
岸
①
に
お
け
る
認
識
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
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一
二

ッ
ク
は
反
省
に
よ
っ
て
も
擬
念
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
當
然
の
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、
傳
統
的
合
理
論
奮
と
は
異
っ
て
、
自
然
科
學
の
方
法
意
織
に
貫
か
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ロ

ッ
ク
の
感
魔
経
験
は
「
，
窟
然
の
教
科
書
」
に
つ
い
て
諮
る
こ
と
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
傳
統
と
古
典
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
を
拒
否
し

た
近
代
自
然
瓦
之
の
精
神
も
、
ロ
ッ
ク
の
感
畳
経
験
の
鈴
張
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
（
穿
。
。
瓢
ざ
H
＜
“
特
配
r
煽
。
）
　
ロ
ッ

ク
が
「
密
然
法
論
」
に
お
い
て
提
起
し
た
7
露
然
の
光
」
は
「
観
念
」
を
媒
介
と
し
つ
つ
働
く
感
魔
と
理
性
の
石
岡
作
用
で
あ
る
と
解
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
で
「
自
然
法
論
」
の
考
察
を
終
り
、
つ
ぎ
に
「
政
府
論
」
に
移
る
。

　
（
1
）
　
ノ
＜
．
＜
o
瓢
ぴ
①
饗
｛
Φ
♪
旨
0
7
昌
　
H
、
o
o
犀
⑦
　
図
霧
餌
鴇
脇
。
う
簿
。
ピ
鶏
≦
o
｛
　
2
餌
ε
臆
0
一
〇
頓
斜
ぎ
営
。
（
肖
二
葺
δ
ジ
℃
．
一
も
。
…
o
h
カ
’
囲
．
｝
鍵
○
欝
餌
。
窪
一
・

　
　
○
陣
び
7
＞
謬
団
鴛
ぞ
O
養
津
。
噛
ピ
o
o
犀
軋
。
。
国
沼
タ
。
メ
δ
匂
。
ρ
℃
餌
円
・
悼
ひ
㍗
も
。
9
ト
ぴ
◎
o
搾
0
6
タ
δ
↓
お
鷺
置
霧
O
h
O
ぞ
臨
0
9
δ
ヨ
ヨ
①
簗
v
薫
》
誌

　
（
2
）
　
芝
・
＜
o
⇔
ぴ
O
薯
δ
詳
。
も
・
島
f
い
。
団
膏
謬
は
レ
o
o
ぎ
の
自
然
法
に
歯
す
る
三
種
の
群
口
を
竃
ρ
＞
w
じ
ご
“
O
と
し
て
、
そ
の
中
も
つ
と
も
ま
と

　
　
ま
っ
た
も
の
と
し
て
鋒
ω
”
笛
を
撰
び
、
ラ
テ
ン
語
原
文
と
英
鐸
の
封
繹
と
し
て
出
版
し
た
の
が
本
書
で
あ
り
、
詞
書
、
℃
℃
．
竃
山
い
に
お
い
て
、

　
　
ピ
o
o
押
。
が
自
然
法
思
想
の
著
作
を
公
刊
し
な
か
っ
た
理
由
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
五
つ
纂
げ
て
い
る
。

　
（
3
）
≦
．
〈
窪
富
胤
①
炉
。
ワ
。
ド
や
一
一
一

　
（
4
）
　
顕
賃
α
Q
O
O
粍
。
酔
貯
。
α
”
○
①
匂
蕊
ご
ご
虹
一
帥
螢
。
℃
9
0
置
獄
『
訓
P
押
こ
。
o
o
営
囲
P
唱
鴛
．
一
（
一
又
正
雄
繹
、
フ
ー
ゴ
…
・
グ
ロ
ー
テ
ィ
ウ
ス
戦
争
と
季
和

　
　
の
法
第
一
巻
、
五
二
頁
）

　
（
5
）
≦
．
〈
霧
冨
箆
β
。
ワ
。
許
ワ
囲
寓

　
（
6
）
≦
〈
8
冨
冠
⑦
ジ
。
ワ
。
陣
帥
‘
ワ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脂

　
（
7
）
　
≦
．
〈
o
⇔
い
⑦
罵
低
①
P
o
ワ
9
∫
や
一
蕊

　
（
8
）
　
囲
玄
（
野

　
（
9
）
ト
≦
○
・
轟
ゲ
し
。
ぎ
ピ
。
。
冨
．
G
・
℃
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蒙
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毘
℃
窪
。
c
。
8
ξ
博
δ
u
膳
も
●
這
こ
．
ピ
包
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昌
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蓬
k
8
9
窪
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磯
匡
償
ヨ
偉
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謎
⊆
乙
2
。
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露
鼠
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ご
σ
q
”
H
博
F
お
i
．
．
ぴ
団
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①
ぽ
α
q
節
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｛
郎
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同
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甫
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。
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い
ピ
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毒
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↓
器
p
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Ω
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○
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漁
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（
1
1
）
　
芝
．
〈
o
質
い
①
楼
島
Φ
♪
o
や
鼠
∫
唱
．
一
邸
U
（
第
二
論
文
）

（
2
1
）
　
ト
い
O
鉱
（
ρ
》
鐸
国
ω
ω
帥
蜜
O
O
口
O
O
壇
謎
陣
コ
σ
q
訟
鴬
ヨ
Q
⇒
C
瓢
（
ざ
H
Q
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頃
日
鋤
同
⇔
α
q
”
押
一
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一
も
◎

（
3
1
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と
く
●
〈
O
溢
び
①
冤
偽
O
質
▼
O
ワ
O
搾
■
圃
ワ
一
匂
◎
匂
◎

（
4
王
）
　
H
ぴ
同
鎌
“

（
5
至
）
　
8
者
く
●
（
｝
O
甦
α
q
ゲ
博
O
℃
。
9
幹
v
℃
・
一
蒔
　
一

（
6
王
）
　
ぜ
く
。
＜
O
郎
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の
蜜
繕
Φ
憐
博
◎
や
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O
諦
這
℃
．
剛
劇
圃

（
”
）
　
＜
㍉
●
〈
O
諮
ピ
①
団
創
①
質
》
O
ワ
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淳
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℃
ワ
瞬
蒔
ゆ
箪

（
1
8
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婁
．
〈
O
口
い
①
団
島
Φ
詳
O
唱
◎
o
鎧
い
や
四
望
又
轡
o
o
騨
O
は
国
。
り
。
。
節
ざ
碧
く
嫁
く
鉾
Q
Q
…
＝
に
お
い
て
、
公
理
か
ら
推
論
す
る
方
法
を
ス
コ
ラ
綴
・
的
方

　
法
と
し
、
知
識
の
進
歩
に
役
立
た
ぬ
と
逡
べ
て
い
る
。

（
9
1
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＜
8
＜
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φ
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q
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世
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法
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近
代
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意
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つ
い
て
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、
拙
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川
合
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文
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英
國
経
験
論
の
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梼
と
市
総
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矯
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驚
①
同
属
剛
O
謡
団
コ
帥
ぴ
Φ
ω
①
く
⑦
男
帯
2
溝
7
0
Φ
日
蝕
戸
堂
幅
轡
昌
に
鐵
路
〔
朗
　
一
㊤
⇔
c
Q
．
マ
　
一
〇
a
⑰

輔
一
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ロ
ッ
ク
の
「
政
府
論
」
の
成
立
に
つ
い
て
、
ク
ラ
ン
ス
ト
ン
は
考
謹
を
行
い
、
そ
の
．
意
圓
に
つ
い
て
も
と
く
に
、
第
二
部
が
ホ
ッ
ブ
ス

絢
。
『
昌
い
◎
o
押
Φ
に
お
け
る
認
識
の
間
題

一
三



　
　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
四
翼
七
十
五
號
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

簿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
、
）

3
　
　
の
「
リ
ヴ
【
，
イ
ア
サ
ン
」
の
反
論
と
、
一
六
八
八
年
の
名
轡
革
命
の
ア
ポ
ロ
ギ
…
で
あ
る
と
す
る
通
説
を
訂
正
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ

　
　
れ
に
よ
る
と
、

　
　
　
ロ
ッ
ク
が
「
政
府
論
」
を
起
草
し
た
の
は
一
六
八
一
年
頃
で
あ
っ
て
、
そ
の
第
一
部
と
第
二
部
の
も
っ
て
い
る
密
接
な
潮
気
は
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
爾
者
が
澗
時
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
示
し
て
い
る
。
ク
ラ
ン
ス
ト
ン
は
さ
ら
に
、
　
「
政
府
論
」
の
序
文
冒
頭
の
記
述
、
穿
。
嬬

　
　
ゲ
霧
四
竃
完
ひ
。
σ
⑦
α
q
ぎ
つ
ぎ
α
q
効
切
伽
窪
鳥
。
｛
餌
篇
諾
8
年
。
。
⑦
8
ゆ
8
簑
ぎ
α
q
領
。
く
ω
讐
ヨ
①
馨
’
、
≦
、
げ
無
｛
簿
⑦
ぴ
霧
○
子
巽
芝
一
器
集
。
。
賢
。
ω
＆
o
断

　
浮
。
℃
鶏
δ
昏
無
芸
。
乙
餌
ゲ
旨
く
Φ
毎
『
瓢
二
℃
臼
。
ヨ
に
亀
ρ
⑳
自
傷
≦
①
お
ヨ
。
お
ひ
9
。
鐸
簿
罵
毎
⑦
お
も
・
r
搾
尻
醇
。
け
≦
o
村
砕
≦
黙
一
①
8
お
に

　
跨
①
⑦
◎
↓
隊
長
。
奢
注
（
汁
貫
き
餌
旦
H
ン
○
℃
ρ
舞
①
も
。
β
融
。
二
巴
一
〇
霧
鑓
げ
濠
7
昏
⑦
目
論
。
コ
①
○
｛
o
霞
σ
q
冨
馨
お
。
。
ε
霧
斜
○
億
擁
嘆
①
ω
①
馨
類
ぎ
α
Q

　
謡
艶
ド
諺
…
1
肯
○
露
接
Φ
α
q
O
O
傷
ぴ
一
。
。
窪
δ
ぎ
箭
。
。
o
霧
①
ヨ
o
h
昏
①
嵩
○
ユ
ρ
一
を
引
用
し
つ
つ
、
こ
の
序
文
の
後
手
の
み
を
譲
ん

　
　
で
、
前
田
を
無
親
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
第
二
部
を
た
ん
に
名
磐
革
命
の
ア
ポ
ロ
ギ
ー
の
み
で
あ
る
と
誤
解
す
る
の
で
あ
る
。
　
「
政
府
論
」

　
　
は
、
第
一
部
、
第
二
部
と
も
に
、
　
一
六
八
一
年
頃
に
執
筆
さ
れ
、
第
一
部
は
嘗
時
流
布
し
て
い
た
フ
、
，
ル
マ
…
の
「
父
薩
君
主
論
扁
の
反

　
　
論
で
あ
り
、
第
二
部
は
そ
れ
に
代
る
も
の
と
し
て
の
、
自
己
の
政
治
哲
學
の
樹
立
を
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
當
時
の
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
ー

　
　
の
革
命
運
動
と
の
關
蓮
を
考
え
る
と
、
ロ
ッ
ク
は
「
政
府
論
」
を
革
命
推
進
の
役
に
立
て
る
意
麟
を
も
併
せ
も
つ
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
「
政
府
論
」
の
特
徴
を
な
す
「
革
命
擢
」
の
主
張
も
こ
の
よ
う
な
政
治
的
獣
況
に
お
い
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
ゴ
フ
も
ロ
ッ
ク
は
「
政
府
論
」
の
完
成
と
趨
版
を
、
革
命
に
よ
り
働
ま
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
革
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
の
諸
手
綾
と
そ
こ
か
ら
生
れ
た
政
府
の
形
態
を
辮
謹
す
る
意
圏
の
も
と
に
書
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
蓮
べ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

　
　
一
六
八
一
年
頃
に
書
か
れ
た
草
稿
に
つ
い
て
は
、
ロ
ッ
ク
が
オ
ラ
ン
ダ
亡
命
中
（
一
六
八
三
年
－
一
六
八
九
年
）
に
失
わ
れ
た
部
分
（
フ
ィ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
マ
ー
設
の
詳
し
い
検
討
）
を
そ
の
ま
ま
と
し
、
新
に
第
二
部
に
お
い
て
一
六
八
八
年
の
革
命
の
哲
學
的
辮
謹
を
補
っ
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
と
く
に
、
反
抗
灌
を
明
か
な
形
で
強
調
し
て
い
る
黙
は
、
　
一
六
八
九
年
の
改
訂
で
あ
る
と
ク
ラ
ン
ス
ト
ン
は
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
以
上
に
述
べ
た
「
政
府
論
」
の
成
立
の
経
過
を
見
る
と
、
　
「
政
府
論
」
は
名
爵
革
命
の
ア
ポ
ロ
ギ
ー
と
し
て
よ
り
は
、
む
し
ろ
ロ
ッ
ク
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自
身
の
政
濾
哲
學
の
膿
系
的
な
贋
魔
と
し
て
受
け
取
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
彼
の
政
治
斜
懸
の
準
縄
に
な
っ
た
も
の
は
、
　
「
自
然

法
論
」
に
お
い
て
す
で
に
明
確
に
形
成
さ
れ
て
い
る
霞
然
法
思
想
で
あ
る
。
　
「
黙
然
法
論
」
は
、
藤
袴
法
の
認
識
原
理
を
問
題
と
す
る
こ

と
に
お
い
て
、
道
徳
の
普
遍
的
原
理
の
認
識
の
問
題
、
さ
ら
に
は
後
に
「
入
間
偲
性
論
」
の
「
讃
者
へ
の
手
紙
」
に
も
鰐
れ
ら
れ
て
い
る

ご
と
く
遽
徳
と
宗
教
の
問
題
を
契
機
と
し
て
普
遍
的
知
識
の
認
識
が
い
か
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
が
問
わ
れ
る
認
識
論
を
生
ん
で
行
く
出

装
黙
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
政
府
論
」
は
「
自
然
法
論
」
よ
り
受
け
纏
い
だ
自
然
法
思
想
の
上
に
成
立
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
具
金
的
な
叙
蓮
を
主
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
政
府
論
」
に
認
識
論
を
敏
い
て
い
る
理
由
も
こ
の
勲
に

蹄
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
自
然
法
の
認
識
問
題
は
心
慮
「
自
然
法
論
」
で
解
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ロ
ッ
ク
の
「
政
府
論
」
に
つ
い
て
こ
こ
に
論
ず
る
に
當
っ
て
、
考
察
の
心
象
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
諸
黙
は
．
繭
章
に
明
か
に
さ
れ
た

「
自
然
の
光
」
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
自
然
法
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
「
政
府
論
」
に
受
け
纏
が
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
　
「
政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

論
」
に
お
い
て
ロ
ッ
ク
が
明
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
は
何
で
あ
る
か
、
す
な
わ
ち
前
掲
の
ク
ラ
ン
ス
ト
ン
の
言
葉
を
借
る
な
ら
、
　
「
ロ

ッ
ク
が
フ
ィ
ル
マ
ー
の
『
父
椹
君
主
論
』
に
代
る
も
の
と
し
て
樹
立
し
た
政
治
哲
學
」
の
主
要
馳
は
何
で
あ
る
か
、
そ
し
て
そ
の
意
味
は

何
庭
に
あ
る
か
、
ま
た
「
政
府
論
」
の
究
極
の
冒
的
は
何
庭
に
あ
っ
た
か
と
い
う
黙
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
槻
黙
に
立
つ
と
き
、
　
「
政

府
論
」
に
お
い
て
主
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
そ
の
第
二
部
（
縛
ゲ
。
ω
⑦
8
昌
儀
8
器
同
勢
の
○
｛
Ω
〈
臨
O
o
＜
最
新
旨
。
⇒
計
諺
p

国
。
。
。
。
勇
ρ
困
（
U
o
⇔
8
毎
ぎ
α
q
窪
⑦
8
肖
躍
⑦
○
臨
σ
q
ぎ
ρ
国
×
8
艮
”
碧
瓢
閃
ロ
篇
。
｛
Ω
＜
臨
Ω
o
く
Φ
諺
ヨ
①
簿
）
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
扱
わ
れ
て
い
る
事

柄
は
、
右
の
ロ
ッ
ク
の
副
題
が
示
す
よ
う
に
、
　
「
市
民
政
府
の
鹸
の
起
源
、
範
圃
お
よ
び
麗
的
」
を
示
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
ロ
ッ
ク
の
「
政
府
論
」
に
つ
い
て
述
べ
る
に
は
、
そ
の
叙
述
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
彼
の
自
然
法
思
想
を
背
景
と
し
た
、
具
膿
的
な

そ
の
内
容
の
叙
蓮
か
ら
入
っ
て
ゆ
く
の
が
便
利
で
あ
ろ
う
。
ロ
ッ
ク
は
、
ま
ず
政
治
灌
力
の
規
定
を
行
っ
て
、

　
　
「
わ
た
く
し
の
考
え
る
致
治
撚
力
と
は
、
黒
馬
財
産
（
箕
。
唱
段
受
一
1
同
時
に
所
有
擁
を
意
味
す
る
）
の
調
整
、
保
存
の
た
め
に
、
死
購
お
よ
び
そ
れ

　
以
下
の
あ
ら
ゆ
る
刑
罰
を
も
つ
て
す
る
法
穣
を
作
り
、
こ
の
よ
う
な
法
穣
の
施
行
と
醐
家
の
外
敵
防
禦
に
必
要
な
甦
會
の
識
力
を
行
使
し
得
る
樫
利
の

　
　
　
　
旨
。
囲
碁
い
o
o
岸
。
に
お
け
る
認
識
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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哲
塁
・
瓢
期
究
　
　
蟷
搬
困
｝
8
七
み
一
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

　
こ
と
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
れ
は
公
共
の
薦
熱
の
み
を
磁
歪
と
す
る
し
（
8
冨
象
貯
①
も
・
H
押
も
。
）

と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
市
警
祉
會
（
政
治
趾
會
）
の
原
理
と
し
て
所
有
権
（
箕
。
需
H
¢
ー
ー
私
有
財
産
）
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
そ
れ
以
下
に
展
開
さ
れ
る
「
市
民
政
府
の
起
源
論
」
は
、
こ
の
よ
う
な
騰
系
と
し
て
、
す
な
わ
ち
所
膚
構
の
膿
系
と
し
て
の
市
・
民

政
府
の
成
立
を
、
彼
自
身
の
自
然
法
思
想
を
基
礎
に
論
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
方
法
は
、
ホ
ッ
ブ
ス
に
お
け
る
よ
う
に
、
十
七
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

八
世
紀
的
露
然
法
思
想
の
特
色
で
あ
っ
た
「
霞
然
状
態
」
と
「
就
會
契
約
」
の
フ
ィ
ク
シ
翼
ン
か
ら
始
る
。
こ
の
二
つ
の
も
の
は
密
接
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

關
係
を
も
つ
。
「
あ
る
意
味
で
は
杜
會
契
約
は
霞
然
法
の
自
然
の
瞬
結
で
あ
る
。
」
そ
の
意
味
は
、
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
も
、
自
然
状
態
の
前

提
と
し
て
、
癒
膿
的
存
在
と
し
て
の
人
間
の
挙
等
性
を
考
え
つ
つ
、
政
治
祉
會
に
お
い
て
一
方
が
治
者
と
な
り
一
方
が
被
治
者
に
な
る
統

治
關
係
を
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
原
理
的
な
矛
盾
の
調
和
手
段
と
し
て
、
肚
會
契
約
説
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
ロ
ッ
ク
の
自
然
状
態
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。

　
「
政
治
擢
力
を
正
し
く
理
解
し
、
そ
の
起
源
を
知
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
人
が
自
然
状
態
で
は
い
か
な
る
状
態
に
あ
る
か
を
考
察
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
（
8
器
毬
。
・
。
。
。
聾
心
）
が
、
そ
こ
で
は
各
人
は
「
行
動
の
自
律
性
」
、
「
財
産
慮
分
の
自
由
」
を
も
ち
、
各
人
「
憾
寝
」

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
「
自
然
法
」
の
範
園
内
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
（
囲
三
魁
）

　
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
「
自
然
」
状
態
は
「
自
然
」
法
の
も
と
に
あ
る
賦
態
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
神
意
の
表
現
と
し
て
の
「
惣
然
」

状
態
で
あ
っ
て
、
決
し
て
歴
史
的
な
意
味
を
背
負
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
當
時
の
ア
メ
リ
カ
州
植
長
地
の
状
態
等
か
ら
類
推

的
に
想
定
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
　
「
自
然
」
状
態
は
歴
史
的
意
味
で
の
「
原
始
」
状
態
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
（
本
章
註
（
7
）

参
照
）
し
た
が
っ
て
、
こ
の
自
然
状
態
は

　
「
自
由
の
状
態
で
は
あ
っ
て
も
、
放
縦
の
状
態
で
は
な
い
。
そ
の
状
態
の
下
に
人
は
富
己
の
身
艦
、
あ
る
い
は
所
有
物
（
℃
O
匂
ワ
し
α
①
ω
q
c
一
◎
コ
。
な
）
を
庭
分
す

る
無
燈
の
霞
由
を
も
つ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
自
分
自
身
あ
る
い
は
自
己
の
所
有
す
る
い
か
な
る
生
物
す
ら
も
、
自
由
に
破
賦
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
自
然
の
状
態
に
は
、
そ
れ
を
支
配
す
る
自
然
法
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
各
人
は
掬
束
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
自
然
法
こ
そ
、
理
性
で
あ
る
が
、



　
た
だ
そ
れ
に
棺
談
を
か
け
る
に
過
ぎ
な
い
人
間
も
、
・
欝
分
淫
が
す
べ
て
華
等
で
あ
り
、
猫
幽
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
他
人
の
生
翁
、
健
康
、
自
応
、

　
所
有
物
を
侵
害
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
理
盤
か
ら
教
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
（
、
門
群
雲
溶
も
。
囲
蛸
O
）

さ
ら
に
、

　
　
「
こ
の
蕩
然
法
が
存
筏
す
る
こ
と
は
、
理
学
的
動
物
な
ら
び
に
そ
の
法
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
國
家
の
實
定
法
と
嗣
様
に
理
解
出
來
、
卒
明

　
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
…
…
國
獄
の
欝
定
法
の
大
部
分
は
…
…
自
然
法
に
暴
礎
を
潰
く
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
正
写
で
あ
り
…
…
」
（
ρ
．
窓
簿
圃
。
・
①
ω

　
銅
憲
）

　
　
と
蓮
べ
て
、
　
「
自
然
法
論
」
以
來
の
論
理
構
造
は
「
政
府
翻
し
に
お
け
る
自
然
状
態
、
自
然
法
、
理
性
、
實
定
法
の
關
係
に
も
明
か
に
添

　
　
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
理
性
を
た
ん
に
、
形
蒲
上
等
的
理
性
、
、
傳
統
的
な
合
理
論
的
理
性
す
な
わ
ち
感
性
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
、
異
質

　
　
な
理
性
に
限
定
す
る
こ
と
が
、
ロ
ッ
ク
を
誤
解
し
、
　
「
人
種
悟
性
論
」
と
の
連
蘭
を
晃
失
わ
せ
る
原
因
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
と
に
ロ
ッ

　
　
ク
が
「
理
解
出
子
、
羅
明
で
あ
る
」
と
云
う
の
は
、
安
食
に
許
え
、
理
性
に
問
う
こ
と
に
お
い
て
そ
う
な
の
で
あ
る
。
　
「
理
性
」
と
ロ
ッ

　
　
ク
が
こ
こ
に
云
う
入
間
機
能
は
、
や
は
り
「
共
圃
作
駕
す
る
感
魔
と
理
性
」
の
全
膿
で
あ
り
、
そ
こ
に
彼
の
立
場
の
も
つ
常
識
性
、
日
常

　
　
陸
が
あ
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
ロ
ッ
ク
の
「
政
府
論
」
の
論
理
的
串
機
鮎
は
、
「
自
然
法
論
」
か
ら
受
け
纏
が
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
自
然
状
態
」

　
　
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
、
こ
の
「
自
然
状
態
」
か
ら
の
脱
却
が
問
題
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
萌
提
と
し
て
、
「
政
府
論
」

　
　
に
お
け
る
も
っ
と
も
中
心
的
な
愚
意
で
あ
る
「
所
膚
灌
（
質
。
℃
費
2
1
1
私
有
財
産
）
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
。
ロ
ッ
ク
は
、
市
民
就
會
を
「
厭

　
　
有
擢
の
開
設
」
と
し
て
考
え
る
の
で
あ
り
、
「
所
有
擢
」
の
擁
護
の
た
め
に
政
治
高
幡
は
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
｝
、
所
有
灌
」

　
　
は
、
直
接
、
神
に
繋
る
も
の
を
も
つ
。
所
有
擢
の
根
丁
づ
け
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
お
こ
な
わ
れ
る
。

　
　
　
「
わ
れ
わ
れ
が
自
然
の
理
性
に
基
い
て
考
察
し
た
結
果
、
人
間
は
一
度
生
れ
る
と
自
巴
を
保
存
す
る
権
利
を
も
つ
」
（
算
計
窓
外
鐸
鵠
）

7
ノ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
自
己
保
存
灌
に
基
い
て
一
顧
時
に
、
入
間
は
神
の
命
に
よ
り
地
上
に
邊
ら
れ
た
召
使
で
あ
っ
て
、
霞
己
保
存
は
神
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783
　
に
駁
す
る
義
務
で
あ
り
、
ま
た
他
人
の
自
己
保
存
灌
を
も
侵
害
し
て
は
な
ら
ぬ
（
」
弓
円
O
餌
酔
一
章
り
の
も
亀
　
同
固
’
　
Φ
）
i
自
己
の
生
命
を
維
持
し
な
け
れ
ば

　
　
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
罐
利
で
あ
る
と
岡
蒔
に
義
務
で
あ
る
。
こ
の
穗
利
と
義
務
を
果
す
た
め
に
、
神
は
入
類
の
共
有
物
と
し
て
、
　
「
大
地
と

　
　
そ
こ
に
存
在
す
る
黒
物
」
を
輿
え
た
の
で
あ
る
。
（
8
ま
舞
御
塗
困
押
ま
）
こ
こ
か
ら
「
所
有
鰹
」
（
窯
○
聴
ほ
k
）
が
生
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
「
大
地
と
人
間
以
下
の
被
造
物
は
、
す
べ
て
の
人
々
の
共
有
物
で
あ
る
が
、
し
か
も
各
紙
は
節
分
自
身
の
（
身
髄
と
い
う
－
一
筆
者
）
私
有
財
塵

　
　
　
（
箕
。
需
吋
著
）
　
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
封
し
て
は
、
披
自
身
の
み
が
穫
利
を
も
つ
て
い
る
。
彼
の
肉
髄
の
浜
弓
と
彼
の
手
の
働
き
は
、
本
町
被
の
も

　
　
　
の
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
人
は
い
か
な
る
も
の
で
も
霞
然
（
紳
一
筆
者
）
が
輿
え
、
残
し
て
く
れ
た
賦
態
か
ら
そ
れ
を
移
す
と
、
人
は
箇
己
の
勢
働

　
　
　
を
そ
れ
に
混
じ
え
、
そ
れ
に
何
か
自
分
自
身
の
も
の
を
加
え
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
欝
分
の
私
麿
財
塵
と
す
る
の
で
あ
る
．
、
そ
の
私
有
財
産
は
、
慮

　
　
　
然
（
紳
－
筆
者
）
が
遣
い
た
共
有
状
態
か
ら
、
人
間
が
移
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
勢
働
に
よ
り
轄
か
が
そ
れ
に
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
他
人
の

　
　
　
そ
れ
に
封
ず
る
共
衡
礎
を
撲
除
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
（
8
触
＄
疑
窃
拶
鷺
）

　
　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
　
「
勢
働
」
と
い
う
私
有
財
産
を
通
じ
て
神
の
輿
え
た
共
有
物
を
私
有
財
産
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
鐵
こ
の
所
有
権
は

　
　
確
立
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
「
費
し
く
溝
費
す
る
か
ぎ
り
、
す
な
わ
ち
そ
れ
が
無
駄
に
な
ら
ぬ
う
ち
に
生
活
に
利
用
出
來
る
、
そ

　
　
の
程
度
を
人
は
勢
働
に
よ
る
厭
有
機
の
隈
界
と
定
め
て
差
支
え
な
い
」
（
6
養
蚕
冨
霧
圃
磨
9
。
一
）
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
　
「
各
入
は
用
い
得
る

　
　
だ
け
所
会
す
る
擢
利
が
あ
り
、
そ
の
勢
働
に
よ
っ
て
効
果
を
得
た
も
の
す
べ
て
に
封
し
て
所
有
樫
を
も
つ
」
　
（
↓
零
舞
ぎ
。
。
淵
＄
）
が
、
圃

　
時
に
「
他
形
が
充
分
利
払
出
來
る
程
度
残
す
の
は
、
　
（
彼
が
）
全
く
取
ら
ぬ
の
と
構
じ
で
あ
る
し
（
、
穿
聖
蓼
。
。
。
拝
Q
。
鱒
）
く
ら
い
神
に
よ
つ

　
　
て
、
嘗
初
豊
か
に
事
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
鯖
提
す
る
。
（
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
ロ
ッ
ク
の
啓
蒙
涙
嚢
的
樂
天
観
を
見
る
）
ホ
ッ
ブ
ス
に
お
け
る

　
自
然
状
態
が
、
面
子
論
心
誤
入
の
「
薗
己
保
存
」
の
慾
望
醗
系
の
無
政
府
状
態
で
あ
っ
た
の
に
封
し
て
、
ロ
ッ
ク
は
神
の
所
與
が
廣
大
で

　
　
あ
る
こ
と
と
、
人
聞
の
理
性
の
自
律
揺
を
緯
線
に
惣
然
状
態
に
お
け
る
「
隠
然
調
和
」
を
當
然
の
こ
と
と
し
て
前
提
す
る
。
　
「
ロ
ッ
ク
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
自
然
と
理
性
の
背
後
に
、
つ
ね
に
神
の
人
格
の
馨
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
」
こ
の
調
書
思
想
は
す
で
に
「
欝
然
法
論
」
第
七
論
文
に
述
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
ら
れ
て
い
る
骸
然
法
と
人
心
理
性
の
調
和
（
｛
致
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
自
然
法
と
人
間
鉱
毒
の
調
諏
は
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
宗
教
に
よ

　
　
つ
て
計
ら
れ
て
い
る
。
蔭
然
状
態
が
、
戦
争
賦
態
で
な
い
の
は
、
ロ
田
．
ク
の
宗
教
的
信
念
に
基
く
の
で
あ
る
。



　
所
有
権
は
か
く
て
、
私
有
財
産
と
し
て
の
舞
働
を
有
効
に
、
大
地
と
平
物
に
薩
接
働
か
せ
る
と
こ
ろ
に
生
れ
、
勢
働
も
、
ま
た
そ
れ
が

加
え
ら
れ
る
大
地
、
忌
物
も
と
も
に
神
の
恩
恵
で
あ
る
が
故
に
、
所
有
樺
は
神
聖
、
不
可
侵
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
神
の
公

懸
章
の
削
に
、
個
人
の
羅
等
と
と
も
に
、
各
人
の
所
有
穫
の
本
質
的
孕
等
性
も
含
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
ロ
ッ
ク
の
所
有
灌

思
想
に
お
い
て
、
と
く
に
注
意
を
引
く
こ
と
は
「
勢
働
し
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
所
有
権
が
生
じ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
　
「
す
べ
て
の

物
に
償
値
の
夢
違
を
設
け
る
も
の
は
實
に
勢
働
な
の
で
あ
る
し
（
蝉
声
H
，
窪
目
　
冨
霧
拝
さ
）
は
一
種
の
〃
労
，
働
慣
値
読
で
あ
る
。
こ
れ
は
所
有
灌
の

内
容
と
し
て
の
私
有
財
産
の
養
母
等
を
招
く
こ
と
に
な
り
、
理
性
の
支
配
す
る
自
然
状
態
を
し
て
、
祉
會
契
約
を
必
要
と
す
る
に
至
ら
し

め
る
の
で
あ
る
が
、
　
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
慮
然
，
母
野
」
と
「
所
蒼
礁
」
を
経
て
、
ロ
ッ
ク
は
「
杜
會
契
約
し
論
に
入
る
。
ロ
ッ
ク
の
祉
愈
契
約
は
、
妻
事
保
護
と

権
利
譲
渡
の
二
薪
を
も
つ
。
そ
れ
は
所
蒋
罐
…
f
一
生
命
、
膚
・
田
、
財
産
（
6
話
蝕
ω
舞
炉
郎
い
）
一
の
擁
護
の
た
め
に
（
榜
箒
薮
ω
窪
算
。
。
律
）
、

「
そ
れ
ま
で
自
然
の
状
態
に
お
い
て
も
っ
て
い
た
手
等
、
自
由
（
露
塵
法
の
i
筆
者
）
、
執
行
罐
を
（
①
〔
雲
上
ジ
ざ
三
）
2
ξ
き
島
φ
メ
o
o
戸
臨
く
①

鷺
亥
⑦
じ
放
棄
し
て
駄
會
の
乎
に
委
ね
る
」
（
、
穿
審
密
霧
簿
一
Q
。
一
）
の
で
あ
る
。
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「
人
は
縢
然
の
状
態
に
あ
っ
て
は
、
た
だ
密
議
の
所
有
纏
i
す
な
わ
ち
霞
己
の
生
命
、
繋
累
、
財
産
（
＄
婁
。
）
を
他
人
の
侵
害
お
よ
び
攻
撃
に
封

し
て
保
護
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
他
入
が
か
の
欝
然
法
を
侵
し
た
場
合
…
…
裁
判
し
、
礎
罰
す
る
纏
力
を
も
つ
て
い
る
。
・
：
…
し
か
し
政
治
馳
愈
は
、

畢
、
こ
に
房
有
撚
の
保
護
樺
力
、
お
よ
び
そ
の
た
め
に
駄
愈
全
員
の
犯
雛
を
塵
罰
す
る
椛
力
が
な
け
れ
ば
、
存
在
し
得
ぬ
し
、
存
溶
す
る
は
ず
も
な
い
の

で
あ
る
．
故
に
、
鐵
然
の
礎
力
（
舜
ε
噌
貧
剛
δ
萎
負
）
を
各
員
が
放
棄
し
、
共
購
殿
愈
の
設
け
た
法
律
に
饗
し
て
そ
の
保
護
を
訴
え
る
こ
と
を
許
す
か

ぎ
り
、
つ
ね
に
霞
分
の
権
力
を
そ
こ
に
譲
渡
す
る
場
合
に
、
ま
た
そ
の
場
合
に
の
み
、
政
治
杜
禽
が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
各

員
緬
々
の
私
的
な
裁
鋼
構
は
す
べ
て
排
除
さ
れ
て
、
乱
訴
就
會
が
仲
裁
者
と
な
り
、
そ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
蕪
派
に
労
し
公
苓
な
＝
疋
の
常
備
の
規
鋼
と
、

そ
れ
を
施
行
す
る
た
め
に
典
受
講
愈
か
ら
擢
限
を
受
け
た
人
々
に
よ
っ
て
、
罐
利
闘
題
に
熟
し
て
そ
の
甦
曾
に
評
す
る
人
々
の
間
に
起
り
う
る
す
べ
て

の
不
和
を
解
決
す
る
の
で
あ
る
。
」
（
8
冨
慧
。
。
φ
ω
蝉
。
。
“
）
し
た
が
っ
て
「
多
数
の
人
々
が
結
合
し
、
　
一
．
砒
會
を
形
成
し
、
そ
の
結
果
各
人
が
宙
然
法

の
執
行
禮
を
放
棄
し
、
そ
れ
を
公
共
の
手
に
譲
渡
す
る
場
合
お
よ
び
そ
の
場
合
に
の
み
、
致
書
誌
撫
す
な
わ
ち
帯
民
素
意
が
存
在
す
る
。
」
（
曝
戦
窪
翻
霧

　
　
　
旨
巳
導
び
。
霧
③
に
お
け
る
認
識
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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二
〇

　
戸
。
。
⑩
）

　
ロ
ッ
ク
は
、
自
然
状
態
に
お
い
て
自
然
法
の
も
と
に
各
人
が
も
っ
て
い
る
義
務
で
も
あ
る
自
己
保
存
、
お
よ
び
自
由
、
李
等
、
財
産
の

厨
有
構
と
い
う
自
然
権
を
維
持
す
る
た
め
「
私
的
」
に
行
使
す
る
力
を
「
自
然
の
聴
力
」
（
日
舞
濡
髪
℃
o
零
霧
）
と
規
定
し
、
こ
の
「
自
然

の
識
力
」
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
．
市
艮
就
會
が
成
立
す
る
と
し
て
い
る
。
就
會
契
約
は
「
自
然
の
樋
力
」
の
行
使
を
趾
會
に
譲
渡
す

る
こ
と
で
あ
る
。
自
然
状
態
に
理
姓
の
法
の
支
配
を
認
め
る
ロ
ッ
ク
の
立
場
か
ら
は
、
何
故
馳
會
契
約
が
必
要
に
な
る
か
。
感
性
的
存
在

と
し
て
の
個
入
の
慾
望
の
封
立
の
ご
と
き
戦
事
状
態
を
考
え
ず
に
、
理
性
に
訴
え
て
個
人
を
誓
書
契
約
に
赴
か
せ
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
。

そ
の
員
的
が
つ
ぎ
に
語
ら
れ
る
。

　
　
「
人
々
が
結
合
し
て
碧
羅
を
紐
織
し
、
政
麿
の
支
配
．
を
受
け
よ
う
と
す
る
大
き
な
垂
込
的
は
、
自
己
の
所
有
灌
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。
自
然
の
妖
態

　
に
お
い
て
は
そ
の
た
め
に
多
く
の
も
の
が
獣
け
て
い
る
。

　
　
第
一
に
、
自
然
の
状
態
に
は
正
邪
の
暴
準
と
し
ザ
、
、
ま
た
人
々
の
問
の
あ
ら
ゆ
る
争
論
を
解
決
す
る
共
通
の
尺
度
と
し
て
、
人
々
の
問
意
に
よ
り
受

　
け
容
れ
ら
れ
、
承
認
さ
れ
る
よ
う
な
、
確
立
し
た
、
　
一
定
の
、
周
知
の
法
律
が
な
い
。
」
（
↓
箒
選
り
。
霧
H
押
一
通
）

　
　
「
第
二
に
、
翻
然
状
態
に
お
い
て
は
、
確
立
さ
れ
た
法
雛
に
從
っ
て
、
す
べ
て
の
不
霧
を
解
決
す
べ
き
、
醸
威
を
も
つ
た
、
周
知
の
、
公
田
無
私
の

　
裁
判
蜜
に
歓
け
て
い
る
。
」
（
↓
話
簗
ぎ
勧
團
押
一
ま
）

　
　
「
第
三
に
は
、
凄
然
の
賦
態
に
は
、
鯛
決
が
…
止
し
い
場
金
に
．
後
援
し
支
持
し
て
、
制
決
に
正
當
な
執
行
灌
を
憩
え
る
壌
隅
力
が
し
ば
し
ば
鮫
け
て
い

　
る
G
」
（
］
》
塗
釜
霧
回
回
し
ま
）

以
上
の
三
つ
の
も
の
は
、
惣
然
状
態
に
お
け
る
欝
定
法
、
裁
割
官
、
判
決
の
執
行
歪
力
の
鉄
如
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ら
に
・
．
甑
っ
て
、
自
然

状
態
が
隆
入
り
が
ち
な
怪
獣
、
す
な
わ
ち
所
有
擢
の
霞
慮
な
主
張
に
よ
る
紛
撃
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
畿
蓮
の
勢
働

野
離
読
か
ら
、
勢
働
を
遜
じ
て
所
有
擢
を
成
立
さ
す
た
め
、
本
質
的
に
準
等
で
あ
る
べ
き
葭
然
獣
態
の
勝
有
擢
に
、
内
容
的
な
不
李
等
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

生
ん
で
行
く
こ
と
に
も
起
鞠
す
る
。
か
．
く
し
て
、
市
罠
瀧
會
は
、
彼
に
お
い
て
は
、
所
有
罐
擁
護
の
た
め
の
道
具
と
化
せ
ら
れ
る
。
し
が

し
、
す
で
に
違
べ
た
よ
う
に
、
蔭
然
吠
態
に
お
け
る
理
性
、
融
然
法
の
支
配
を
認
め
、
廓
然
に
お
け
る
調
和
を
主
張
す
る
ロ
ッ
ク
が
、
な
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お
所
有
権
の
擁
護
に
馳
曾
契
約
を
主
張
し
、
　
「
手
段
と
し
て
の
政
府
」
の
存
在
を
要
語
す
る
こ
と
は
、
一
つ
の
矛
麿
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
注
嬉
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
霞
然
歌
態
と
市
民
蔵
會
の
間
に
は
、
証
會
契
約
を
通
じ
て
質
的
轄
換
が

な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
自
然
状
態
は
、
理
性
の
法
た
る
藻
岩
法
が
支
配
す
る
三
態
で
あ
り
、
そ
の
惣
然
法
を
根
底
と
し
て
市
民

　
　
　
　
（
1
2
）

法
も
成
立
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
然
状
態
に
お
い
て
各
梱
入
－
・
睡
委
ね
ら
れ
た
自
然
法
的
秩
序
の
維
持
は
、
市
雄
鹿
會
に
お
い
て
は
．

「
琶
會
契
轟
」
の
受
蝋
管
と
し
て
の
政
府
に
委
ね
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
の
癒
愈
契
約
が
受
托
契
約
で
あ
っ
て
、
統
治

契
約
で
な
い
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
注
憲
を
引
く
も
の
で
あ
る
。
（
こ
の
こ
と
は
、
後
の
「
革
命
樫
漏
の
閤
題
の
根
本
を
な
す
。
）
こ
と
に
自
然

法
は
不
文
法
（
ρ
の
回
O
餌
瓢
も
摩
O
ω
　
一
一
”
　
一
も
Ω
Φ
）
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
、
そ
の
「
周
知
」
と
「
施
行
」
、
「
強
制
」
に
不
充
分
で
あ
る
が
故
に
、
そ
れ
と

購
質
の
法
が
、
實
定
法
と
し
て
市
民
倉
皇
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
　
「
國
罷
が
麟
贈
…
と
し
て
、
あ
る
い
は
個
人
と
し
て
、
自
己

の
擢
力
を
翁
奪
さ
れ
た
り
、
嘗
然
の
権
利
な
く
行
使
さ
れ
る
権
力
に
隷
属
さ
せ
ら
れ
た
場
合
、
…
…
彼
等
は
こ
れ
を
現
世
に
お
い
て
訴
え

る
所
が
な
い
な
が
ら
も
、
神
に
訴
え
る
だ
け
の
正
當
な
理
由
が
あ
る
か
否
か
の
根
本
的
決
定
を
自
分
の
も
の
と
し
て
保
留
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
全
人
類
に
ぞ
く
す
る
蕪
利
で
あ
り
、
人
々
の
定
め
た
あ
ら
ゆ
る
賢
定
法
に
先
行
し
、
優
越
す
る
一
の
法
（
自
然
法
一
筆

者
）
に
基
づ
い
て
與
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
（
ρ
，
藁
三
。
。
霧
簿
δ
。
。
）
と
ロ
ッ
ク
が
云
う
の
は
、
墜
欄
と
そ
れ
に
封
ず
る
「
反
抗
灌
」
に

閣
遽
し
な
が
ら
、
自
然
状
態
と
市
民
黒
垂
に
お
い
て
、
そ
の
支
配
す
る
法
が
質
的
に
同
じ
も
の
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
語
っ
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
赴
會
契
約
は
、
惣
然
状
態
か
ら
市
民
激
愈
へ
の
移
行
を
成
立
さ
す
べ
き
鍵
で
は
あ
る
が
、
こ
の
移

行
を
逓
じ
て
、
肚
愈
の
質
的
饗
化
は
起
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
然
の
秩
序
と
市
民
赴
會
の
秩
序
が
等
し
く
神
の
秩
序
で
あ
る

こ
と
で
あ
り
、
表
面
に
は
現
わ
れ
な
い
が
、
依
然
と
し
て
宗
教
の
問
題
は
、
湛
徳
の
問
題
と
併
せ
て
、
　
「
政
府
論
」
の
背
後
を
流
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
　
　
「
私
が
礁
撫
す
る
こ
と
は
、
君
主
は
紳
と
自
然
の
法
に
服
從
す
べ
き
義
務
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
い
か
な
る
人
も
、
い
か
な
る
権
力
も
、
か
の
永
遠

　
の
法
の
義
務
を
免
れ
る
こ
と
は
凄
來
な
い
。
し
（
6
器
韓
冨
霧
H
ど
｝
O
U
）

　
　
　
　
』
o
財
昌
ぴ
o
o
犀
。
に
お
け
る
認
識
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二



　
　
　
　
　
　
哲
學
研
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七
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五
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二
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82
3
　
自
然
法
は
、
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
、
支
配
者
を
も
含
め
て
す
べ
て
の
人
が
從
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
道
徳
の
基
準
な
の
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
の
「
政

　
　
叢
論
」
の
目
的
も
、
そ
の
自
然
法
思
想
の
根
底
に
あ
る
神
を
支
え
と
し
つ
つ
、
宗
教
、
道
徳
に
封
ず
る
確
信
の
表
明
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

　
　
れ
よ
う
。
そ
れ
は
、
　
「
自
然
法
論
し
と
一
貫
し
た
問
題
意
識
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
つ
ぎ
に
、
「
政
府
丁
場
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
革
命
椹
思
想
に
つ
い
て
簡
輩
に
儲
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
ロ
ッ
ク
の
革
命
権
（
反

　
　
抗
灌
）
の
主
張
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
民
主
篤
農
に
お
け
る
立
法
部
に
封
ず
る
更
迭
要
求
擢
と
の
比
論
に
成
立
し
て
い
る
。

　
　
　
　
「
立
法
者
が
、
そ
の
國
民
の
信
託
に
反
し
た
行
動
を
し
て
、
圏
罠
の
駈
膚
…
罹
を
侵
害
す
る
場
合
、
國
民
は
霞
己
の
安
全
の
だ
め
に
新
し
い
立
法
部
を

　
　
　
設
け
る
罐
力
を
も
つ
て
い
る
…
…
し
（
8
壇
霧
臨
。
・
o
ω
嗣
押
旨
⑦
）

　
　
こ
こ
に
立
法
部
の
信
托
無
反
が
、
立
法
部
の
更
迭
の
要
求
を
正
當
化
す
る
役
割
を
果
し
て
い
る
。
こ
れ
は
革
命
灌
に
銘
論
さ
れ
て
、

　
　
　
　
「
一
疋
民
に
せ
よ
、
風
戸
人
に
せ
よ
、
暴
力
に
よ
っ
て
國
罠
の
所
有
椹
を
琢
お
う
と
企
て
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
封
し
て
暴
力
を
も
つ
て
抵
抗
し
て
差

　
　
　
支
え
な
い
こ
と
は
、
各
方
撒
で
意
見
が
一
致
し
て
い
る
が
、
…
…
支
配
者
が
同
じ
こ
と
を
す
る
場
合
は
、
同
胞
の
信
托
に
背
く
も
の
で
あ
っ
て
…
…
。
」

　
　
　
（
↓
目
魯
齢
『
①
ω
芦
器
一
）

　
と
も
述
べ
、
ひ
と
し
く
信
托
遽
反
を
男
擦
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
立
法
部
あ
る
い
わ
支
配
者
の
受
書
は
い
か
に
し
て
行
わ
れ
た
か
。

　
　
　
　
「
自
然
状
態
を
絡
ら
す
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
（
姻
人
各
燗
の
一
筆
者
）
の
契
約
で
は
な
く
、
紹
互
に
一
つ
の
靴
會
に
加
わ
り
、
政
治
的
統
一
髄
を

　
　
　
形
成
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
一
つ
の
契
約
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
（
、
嗣
、
幌
窪
駐
霧
罫
窓
）

　
　
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、
祉
會
契
約
が
市
民
就
會
一
1
政
治
就
會
を
意
味
す
る
こ
と
は
本
論
で
は
詳
論
し
な
い
が
、
智
慧
の
原
子
論
的
狂
騰
的
弓

　
　
生
を
考
え
る
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
就
會
を
葬
政
治
的
な
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
契

　
約
は
、
億
々
の
・
膿
由
・
楽
等
な
黒
人
の
、
各
麺
契
約
で
な
く
、
全
脳
の
一
腰
趨
り
の
契
約
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
受
托
考
に
封
し
て
、

　
愚
人
は
集
っ
て
全
燈
と
し
て
の
契
約
を
結
ぶ
こ
と
を
意
味
し
た
。
　
「
葭
然
と
理
性
の
法
に
よ
り
、
多
数
の
人
々
の
行
動
は
、
全
膿
の
纒
力

　
　
を
も
つ
も
の
と
み
な
さ
れ
る
」
（
↓
羅
鉛
冴
窪
拝
上
）
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
全
心
と
し
て
結
合
さ
れ
た
個
人
の
契
約
と
し
て
、
柴
崎

　
　
契
約
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
杜
會
契
約
は
、
統
治
契
約
で
は
な
く
、
僑
托
契
約
で
あ
っ
て
、
立
法
部
ま
た
わ
支
配
者
の
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権
力
は
、
　
「
信
托
を
受
け
た
権
力
に
す
ぎ
ず
、
…
…
あ
る
騒
的
を
蓮
成
す
る
た
め
に
儒
托
を
も
つ
て
委
ね
ら
れ
た
椹
力
は
、
す
べ
て
そ
の

爵
的
に
よ
っ
て
制
隈
を
受
け
る
」
（
、
P
窓
野
8
誉
一
塗
）
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
治
墨
流
と
し
て
の
市
民
薩
會
の
原
理
た
る
所
有
灌

の
擁
護
を
忘
れ
、
被
治
者
の
幅
祉
に
反
す
る
支
配
者
は
、
當
然
、
革
命
権
の
下
に
立
た
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
以
上
に
お
い
て
、
「
政
府
論
」
の
基
本
的
問
題
の
叙
述
を
終
り
、
「
人
間
悟
性
無
粋
に
移
る
。
そ
れ
は
今
迄
に
提
起
さ
れ
た
問
題
を
さ
ら

に
原
理
的
に
考
察
す
る
た
め
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
米
完
）

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
荏
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）
い
。
穿
①
が
仏
家
以
前
の
自
然
状
態
に
近
い
ア
メ
リ
カ
の
森
林
、

然
状
態
を
論
じ
て

論
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
鳴
り
、

話
的
な
象
微
で
あ
る
と
考
え
る
．
、

念
と
し
て
い
る
。

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）
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8
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鑓
湊
8
戸
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唱
◆
魚
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ワ
8
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囲
ぴ
博
斜
ワ
8
Φ

こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
規
合
知
文
「
英
岡
維
験
論
の
性
格
と
市
民
靴
愈
の
論
理
」
（
鱗
掲
）
℃
ワ
リ
塗
参
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
の
未
開
拓
地
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